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令和 ４年度

【 重要業績評価指標（ＫＰＩ）値 】

R2 R3 R4 R5 R6

②地域
農業の
確立

・つなぎ型環境農水調和事業（小中学生と
農業者交流、つなぎFARM食堂、魅力発信事
業、各種セミナー等）4,883千円

C C

稼げるまちをつくるとともに、安心して働けるようにする

①農業
振興

B B B

C C C

C C C

B B B

ｔ

総合戦略の具体的目標と内容

・基盤整備による生産団地集積化や
ハウス施設の導入等による生産基盤
の強化・拡充
・既設ため池の改修、ボーリング事
業の検討及び既存用排水路の改修等
による農業用水の確保

・市場性のある作物導入と農産物の
高品質化によるブランド確立
・徹底した品質管理を基本とした販
売強化による販路確保と流通対策の
強化

環境配慮型の農林水産業の基盤づく
りと安全で安心な農林水産物のブラ
ンド化

具体的
目　標

　町振興計画の主要プロジェクトである「住みたくなるまちづくり事業」のうち「農林水産業の振興」を主軸として「地場企業育成・雇用
確保」を連動させることで、町の基幹産業である第一次産業の稼ぐ力を強化するとともに、地域資源を活かした持続可能な産業を生み出
し、全ての世代が安心して働ける雇用環境の創出につなげる。

　担い手の高齢化に対応した狭小農地における「稼げる農業」の推進のため、農地の集約化などによる規模拡大やハウス施設の整備、高
単価作物（新規作物）の導入促進による経営基盤の強化をはじめとして、農産物のブランド化を図るための取組みとして、つなぎＦＡＲ
Ｍの取組みによる環境配慮型農産物の高付加価値化、町商工業者と連携した農産加工の推進や地産池消の推進、学校給食との連携、都市
部への流通対策の強化などを行うことで、農業分野における生産拡大と付加価値額の増加を図り、農業を稼げる産業に成長させる。

6 人

調査中 ｔｔ ｔ

具体的な施策・事業

2,500

（ｱ）水稲
・適地適作を基本とした高品質な米
づくりの推進
・飼料米や加工米をなどへの切り替
えの推進
・機械の共同利用や農作業受託の推
進による水田維持・保全

・つなぎ型環境農水調和事業
　（つなぎFARM事業）

起業・業務拡大件数

累計 1

累計 1

累計 3

2,603

人

104.1 ％

人 120.0

累計 6 件

R3

累計 5 人- 人

70.0 ％累計 10 人

R5

累計

数値目標

雇用創出数 人 人

R4

累計 7

R3

累計 4 人

基準値
(H30)

- 人

累計 9

目標値
（R6）

R2

- 件

R4

累計 件

R5

％

2,032

基準値
(H30)

目標値
（R6）

R2 達成率

ｔ

累計

達成率

4 累計

設定項目

新規認定農業者数

主要農産物の生産量

津奈木町まち・ひと・しごと創生総合戦略　評価・検証票

件

基本目標１

１．農業振興計画の基本的方向【Ｐｌａｎ】

件 90.0 ％件累計 10

人人

2,287

自立経営体の生産組織の育成

C

担当評価（累積）
主な事業実績【Ｄｏ】

ｔ

累計

・優良品種計画更新事業補助金
・柑橘安定出荷販売支援事業補助金
・果樹栽培施設維持対策事業補助金
・中山間農業モデル地区支援事業補助
金
・県営中山間地域総合整備事業(広域連
携型)負担金

・つなぎ型環境農水調和事業
　（つなぎFARM事業）
・熱帯果樹振興事業

・加工品開発及び６次産業化の推進
・農産物販売促進事業
・地産地消の推進
・くまもと県南フードバレー推進協議
会負担金

・中山間農業モデル地区支援事業補助金
　2,710千円　ハウス及び機械整備
・中山間地域総合整備事業(広域連携型)負
担金
　37千円　推進協議会分
・果樹栽培施設維持対策事業補助金
　113千円　ハウス修繕補助　4戸

・つなぎ型環境農水調和事業の内（商品開
発、魅力発信、マルシェ等開催、セミナー
開催、つなぎFARM食堂）4,046千円
・熱帯果樹振興事業によるアボカド、パッ
ションフルーツの産地化・ブランド化
・地域商社推進事業の実施

・つなぎ産加工品等応援事業（学校給食へ
の地場産物の利用）246千円
・地域商社推進事業の実施

集落営農の組織化を目指す営農改善組合に
対し、各種情報を提供しながら話し合い活
動を実施し、機械の協同利用を見据えた機
械購入や組織設立を支援（中山間農業モデ
ル地区支援事業）6,132千円

・農産加工の推進と適切な流通シス
テムの確保（構築）
・県南フードバレー構想等を活用し
た６次産業化と高付加価値化の推進
・つなぎ百貨堂、ＪＡふれあいの店
等を拠点とした地産地消の推進

・農業生産基盤及び農村環境の総合
的な整備推進

・中山間地域直接支払事業
・多面的機能支払事業
・耕作放棄地解消･発生防止基盤整備事
業
・農道等生コン支給事業

・18集落（247人）事業費16,491千円
・18集落（247人）事業費7,021千円
・1件 649千円　事業費929千円
・10件 96.0㎥支給 事業費1,663千円 B B B
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R2 R3 R4 R5 R6
総合戦略の具体的目標と内容

具体的
目　標

具体的な施策・事業
担当評価（累積）

主な事業実績【Ｄｏ】

■施策の効果検証と今後の方向性

R2 R3 R4 R5 R6

■外部評価

R2 R3 R4 R5 R6

※評価 Ａ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、十分な効果があった。
Ｂ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、かなりの効果があった。
Ｃ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、ある程度の効果があった。
Ｄ：ＫＰＩの達成に向けて事業が未実施のため、次年度以降早急に推進する必要がある。
Ｅ：ＫＰＩの達成に向けて事業の見直しが必要である。

B B B 耕作放棄地拡大や担い手不足などの課題が多く、継続した取組みが必要。

検証・意見

④農産
物流通
加工対
策の強
化

⑤就業
構造の
改善

⑥新し
い農村
生活環
境の整
備

B B B

総合評価（累積）
効果検証【Ｃｈｅｃｋ】

・果樹を中心とした各種補助金に加え、収入保険補助の新
設、鳥獣害対策の電気柵の補助などにより、農家負担を軽
減し経営安定化に貢献している。
・耕作放棄地解消･発生防止基盤整備補助事業や中山間直接
支払制度、多面的機能支払制度を活用し農地の維持管理や
整備を支援した。
・中山間農業モデル地区支援事業や熱帯果樹生産課題設備
等補助による新規作物の導入支援を行った。

・認定農業者の更新手続き支援　100千円
  (認定農業者育成補助金)
・実質化された人･農地プランの策定
　（人･農地問題解決加速化支援事業)
・新たな担い手確保対策事業（負担金）174
千円
・農業次世代人材投資資金事業（5名）6,750千円
・農業経営開始資金（2名）2,250千円

B B B

・優良品種計画更新事業補助金（優良品種
への苗木更新補助）675千円
・柑橘安定出荷販売支援事業補助金（品質
保持袋購入補助）495千円
・地域商社推進事業の実施

B B B

・R4特になし

総合評価（累積）

②地域
農業の
確立

B B B

・中山間地域等直接支払事業や多面
的機能支払事業の活用
・耕作放棄地の解消・活用策の推進
・オーナー制度、農業体験等による
都市農村交流促進とCSAの推進

③農業
生産基
盤の整
備開発

（ｲ）野菜
・「家菜つなぎ隊」の振興（高齢者
の生きがい対策、農業ヘルパー育
成）
・市場性のある作物の導入と販路確
保・流通対策
・自然栽培講習会など栽培技術研修
会等による技術確立
・サラダたまねぎなど水田裏作野菜
の振興

・野菜振興事業
・つなぎ型環境農水調和事業
・地方創生交付金事業

・果樹栽培・津奈木ブランド化事業
・つなぎ型環境農水調和事業
・熱帯果樹振興事業

農地の集約化等による経営規模拡大
と施設農業の推進

C C C

区　分 今後の方向性【Ａｃｔｉｏｎ】

・担い手育成支援事業
・農業次世代人材投資資金事業

・つなぎ型環境農水調和事業
・耕作放棄地解消･発生防止基盤整備補
助金
・農業後継者活動支援事業
・中山間地域直接支払事業
・多面的機能支払事業
・担い手育成事業（現地見学会）

津 奈 木 町 ま
ち・ひと・し
ごと創生本部
（一次評価）

・実質化された人･農地プランの策定を進めるととも
に、担い手の確保、育成のための支援を行う。
・地域の担い手としての集落営農の組織化を図る。
・耕作放棄地の解消や未然に発生を防止しながら、適
正な農村環境を維持し、安定した農業生産活動を支援
する。
・果樹産地を維持するため、樹園地基盤整備の検討を
行う。
・付加価値を付けた農産物の栽培、新たな高単価作物
の導入などによる農業所得の向上を図る。
・特産品開発、６次産業化などの推進により、農業所
得の向上を図る。

（ｳ）果樹
・高収益性新規作物の導入推進（熱
帯果樹含む）
・自然栽培講習会等による高品質化
と多収化技術の確立
・施設園芸の推進や基盤整備など生
産基盤の強化
・環境配慮型農産物のブランド化
・スイートスプリングの振興

・家菜つなぎ隊への苗及び資材の提供373千
円
・サラダたまねぎの種子購入補助501千円

県営中山間地域総合整備事業(広域連携
型)負担金

・優良作物の導入、高品質の維持及
び販売強化
・１．５次産業としての加工品開
発、６次産業化の実現

・認定農業者の確保と後継者の育成

区　分

津 奈 木 町 ま
ち・ひと・し
ごと創生有識
者会議
(二次評価)

・優良品種計画更新事業補助金
・柑橘安定出荷販売支援事業補助金
・加工品開発及び６次産業化の推進
・農産物販売促進事業

・熱帯果樹振興事業（熱帯果樹における栽
培技術指導、苗木生産システム構築、ハウ
ス建設及び潅水設備への補助等）負担金
9,500千円、補助金　5,000千円
・地域商社推進事業の実施

・耕作放棄地解消･発生防止基盤整備補助金
（1件）649千円

B B B

B B B

2 ページ



令和 ４年度

２．林業振興計画の基本的方向【Ｐｌａｎ】

【 重要業績評価指標（ＫＰＩ）値 】

R2 R3 R4 R5 R6

■施策の効果検証と今後の方向性

R2 R3 R4 R5 R6

■外部評価

R2 R3 R4 R5 R6

※評価 Ａ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、十分な効果があった。
Ｂ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、かなりの効果があった。
Ｃ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、ある程度の効果があった。
Ｄ：ＫＰＩの達成に向けて事業が未実施のため、次年度以降早急に推進する必要がある。
Ｅ：ＫＰＩの達成に向けて事業の見直しが必要である。

総合評価（累積）
検証・意見

B B B

B B

・ＫＰＩについては、目標値を大幅に上回っている。
・国庫補助の活用により、町内林業事業者の設備投資
が行われ林業経営安定化に向けての整備が行なえた。
・林道等の整備については住民からの要望を取りまと
め、必要箇所を改修・補修等を行っている。豪雨によ
る土砂や倒木撤去等の必要性が特に高い。

稼げるまちをつくるとともに、安心して働けるようにする

主な事業実績【Ｄｏ】
担当評価（累積）

・森林環境保全直接支援事業
　　人工造林：4,556千円（1.86ha）
・再造林等促進事業補助金
　　286千円 B B B

設定項目

林業就業者数

森林の適正な整備・保全と総合的な活用及び生産基盤の整備や高性能林業機械の導入等による林業事業体等の育成・強化を図るととも
に、未利用木材を活用した木のおもちゃ製作や木材輸出（和室やインテリア製品含む）、地域バイオマス産業化など新たなビジネス創出
に取り組み、稼げる林業を実現する。
また、教育分野と連携した木育事業に取り組み、“つなぎの木”と共に発展する地域づくりを推進する。

達成率

具体的
目　標

総合戦略の具体的目標と内容 具体的な施策・事業

11 人 人

基準値
(H30)

R2 R3 R4 R5
目標値
（R6）

21 21 人 人19 ％人 人 173.011

・森林資源の健全な育成を目的とし
た一体的・計画的な森林施業実施と
森林整備地域活動支援交付金等の積
極的な活用
・流域育成林整備事業等の補助事業
の有効活用

・森林整備地域活動支援交付金
・森林環境保全整備事業
・再造林等促進事業

・林道除草作業委託（2路線）・林道及び作業道の整備促進
・林産物の有効利用促進

・森林施業の共同化及び合理化推進
・森林組合の組織強化及び資本の高
度化並びに作業班員の育成・確保

・林業･木材産業振興施設等整備事
業
・森林組合作業班員確保対策事業

・林業・木材産業振興施設等整備事業
補助金
　　補助額：867千円
・森林組合作業班員確保対策事業
　　人数：17名
　　補助額：241千円

C C B

・素材生産から流通に至るまでの一
貫した安定供給体制の整備による低
コスト林業の確立
・間伐材等を中心とした木材の総合
利用の推進（Ｂ材、Ｃ材、バイオマ
スへの利活用等）
・未利用木材を活用した木のおも
ちゃ製作と木育事業の推進
・木材（和室やインテリア製品含
む）の輸出促進

・林業･木材産業振興施設等整備事
業
・木育推進事業
・新商品の開発及びＰＲ
・集約化間伐推進事業
・くまもと間伐材利活用推進事業

区　分

津 奈 木 町 ま
ち・ひと・し
ごと創生有識
者会議
(二次評価)

・集約化間伐推進事業
　　搬出間伐：91千円（3.03ha）
・くまもと間伐材利活用推進事業
　　間伐：300千円（3.03ha）

B B B

特になし

総合評価（累積）
効果検証【Ｃｈｅｃｋ】

B

津奈木町まち・ひと・しごと創生総合戦略　評価・検証票

区　分 今後の方向性【Ａｃｔｉｏｎ】

津 奈 木 町 ま
ち・ひと・し
ごと創生本部
（一次評価）

・森林組合と更なる連携を行い、計画的な森林整
備を行ない林業従事者の確保を図る必要がある。
・新たな森林管理システムの構築を図り、森林環
境譲与税を活用して、適正な森林整備を行う。
・予測の出来ない豪雨や災害等による法面の崩壊
や路面排水の処理、土砂撤去等は迅速な対応が必
要不可欠である。

①森林
資源の
計画的
培養

②林業
生産基
盤の整
備・拡
充

③林業
経営の
合理化
及び森
林組合
の強化

基本目標１

④林産
物の生
産、流
通、加
工の合
理化

・林道及び作業道の整備
・林産物の有効利用の推進

C C C
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令和 ４年度

３．水産業振興計画の基本的方向【Ｐｌａｎ】

【 重要業績評価指標（ＫＰＩ）値 】

R2 R3 R4 R5 R6

■施策の効果検証と今後の方向性

R2 R3 R4 R5 R6

■外部評価

R2 R3 R4 R5 R6

※評価 Ａ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、十分な効果があった。
Ｂ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、かなりの効果があった。
Ｃ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、ある程度の効果があった。
Ｄ：ＫＰＩの達成に向けて事業が未実施のため、次年度以降早急に推進する必要がある。
Ｅ：ＫＰＩの達成に向けて事業の見直しが必要である。

・大泊漁港３号物揚場補修工事
・大泊漁港４号物揚場補修工事

総合評価（累積）
効果検証【Ｃｈｅｃｋ】

B B B

・漁協冷却塔の修繕に対する補助を行ない、漁協施設
の機能回復及び漁協の経営安定化を図った。
・簡易藻場礁の設置を行い、藻場の造成を行った。
・漁船エンジンのオーバーホールに対する補助を新設
し、漁業者の負担軽減と経営の安定化を図った。
・マガキ養殖に対する種苗購入及びオイスターバルの
宣伝費に対する補助により、マガキ養殖の支援を行っ
た。

今後の方向性【Ａｃｔｉｏｎ】

・マガキなど新規養殖業者や漁業者の担い手確保
を図る必要がある。
・藻場の造成、海底耕耘など海洋環境の改善を行
い、水産資源の保全・育成を行なう必要がある。
・漁業者の担い手確保及び経営の安定化のための
施策が必要である。

33 人 累計 33 人 90.930 人 ％累計

主な事業実績【Ｄｏ】
担当評価（累積）

・ヒラメ・ガザミ・マダイ放流事業
・マガキ養殖推進事業補助金
・水産基盤設備交付金（漁港漁場整
備分）

・栽培漁業地域展開協議会負担金
　マダイ負担金 7,500円（県全体997.8千尾）

ヒラメ負担金 528,638円（県全体575.4千
尾）
　ガザミ負担金 3,750円（県全体470.4千尾）

カサゴ負担金 101,250円（県全体108.5千
尾）
・マガキ養殖推進事業補助金　192千円
　（稚貝購入及び広告料補助）
・水産基盤整備交付金（漁港漁場整備分）
　海底耕耘　　補助金　1,280千円

B

●経営基盤の強化のための支援 ・水産施設整備事業
・漁船保険助成金
・漁船エンジンオーバーホール事業

漁船保険補助金（87隻）500千円
漁船オーバーホール事業補助金（2件）891
千円

B B A

・観光漁業との連携 ・旧平国小で養殖マガキを提供する、漁協
直営の牡蠣小屋「つなぎオイスターバル」
の営業支援。

C C

B B

C

B

津奈木町まち・ひと・しごと創生総合戦略　評価・検証票

基本目標１

①水産
資源の
回復と
持続的
利用の
向上

具体的
目　標

総合戦略の具体的目標と内容 具体的な施策・事業

R5
目標値
（R6）

人 累計 33 人 累計

基準値
(R1)

R2 R3 R4

33 人

稼げるまちをつくるとともに、安心して働けるようにする

設定項目

漁協 正組合員数

漁獲量の減少等に対応した足腰の強い水産業を作るため、「つくり育て管理する漁業」を推進するとともに、市場ニーズを捉えた魚種
の選定や流通販売体制の確立、高品質な加工品製造など、販売単価の向上に資する取組みを推進するとともに、つなぎオイスターバルを
はじめとした海産物の直販システムの確立や観光事業との連携を推進することで漁業者の所得向上を図り、つなぎブランドの確立による
稼げる水産業を実現する。

達成率

累計

区　分

津 奈 木 町 ま
ち・ひと・し
ごと創生本部
（一次評価）

区　分

津 奈 木 町 ま
ち・ひと・し
ごと創生有識
者会議
(二次評価)

②水産
物の販
売加工
流通対
策の強
化

③津奈
木漁業
協同組
合組織
の強化

④その
他

●観光漁業との連携

・資源管理型漁業・栽培漁業の推進
・安全・安心で持続的生産を目指し
た養殖漁業の推進

・水産加工品の製品開発及び販売流
通体制の整備
・漁業生産活動強化のための漁港整
備、予防補修・更新整備

総合評価（累積）
検証・意見

B B

B B B 漁協問題や担い手不足など課題が多く、継続した取組みが必要。

・加工品開発・販売流通体制整備
・水産物供給基盤機能保全事業
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令和 ４年度

４．商工業振興計画の基本的方向【Ｐｌａｎ】

【 重要業績評価指標（ＫＰＩ）値 】

R2 R3 R4 R5 R6

②中小
企業の
振興

③商工
団体の
強化

C

・小規模事業者総合支援補助金
・地域商社推進事業
・地域商社販売力強化施設導入補助金
・スローフードまちづくり事業（商品開
発、イベント開催等） B B B

・経営発達支援計画と連携した商工事業の
支援
・地域商社推進事業
・地域商社販売力強化施設導入補助金
・小規模事業者総合支援補助金

C C

・小学校跡地利活用事業

稼げるまちをつくるとともに、安心して働けるようにする

・県芦北地域振興局及び県企業立地課と連
携した小学校跡地利活用構想の推進
・工業団地関連情報の発信

商工会 会員数

新商品・サービス販売額【累計】

町内事業者等が行う商品開発、販路拡大をはじめとした業務拡大等に資する取組支援を強化することで、地域資源を活用した持続可能
な新ビジネスを町内同時多発的に生み出すとともに、町産品のブランディングや営業・販売を専門的に行う地域商社を設立し、町の稼ぐ
力を強化する。
事業の推進に当たっては、専門家による助言・指導体制を整備するとともに、地域課題を消費者と共に解決する手法である「インクルー
シブデザイン」の考え方を機軸として取り組むことで、津奈木のファンづくり（関係人口の構築）を推進し、特定多数と取引を継続させ
る新たなビジネスモデルを確立する。

基準値
(R1)

R2 R3 R4 R5
目標値
（R6）

設定項目

具体的
目　標

・商工会補助金

C

①地域
商社設
立と運
営

C C

C

C

C C

％

総合戦略の具体的目標と内容 具体的な施策・事業

千円 千円33,200-

・地域商社推進事業（地域商社設立準備、
町内事業者新商品開発・販路拡大支援、つ
なぎ百貨堂販路拡大支援等）
・地域商社販売力強化施設導入補助金 C

・商工会の組織・機能の充実・強化 ・商工会の組織・機能の充実・強化

・つなぎ型インクルーシブデザイン
を機軸とした地域商社の設立・運営
・地域商社を中心としたふるさと納
税の推進

・地域商社推進事業

・商工会事業を活用した経営安定
化、人材育成、技術力の強化促進
・地域資源等を活用した地場産業の
育成
・中小企業庁の補助制度等を活用し
た町内事業者の設備充実
・地域商社推進事業の推進（新産業
創出、起業・業務拡大支援）
・企業間の連携強化
・農林水産業との連携による新商品
開発や新サービスの創造

・商工会との連携
・小さくて強い産業づくり事業
・地域商社推進事業
・起業・業務拡大支援補助金
・小規模事業者総合支援補助金

事業者 事業者 112.4事業者 事業者109事業者 事業者

19,100千円 千円 千円21,200 66.4 ％50,000 千円

主な事業実績【Ｄｏ】
担当評価（累積）

津奈木町まち・ひと・しごと創生総合戦略　評価・検証票

・企業立地促進補助金
・サテライトオフィス誘致事業

・商工会と連携した商品・サービス
開発（改良）、販路拡大支援
・スローフード・スローライフを
テーマにした商品・サービスの創出
・地元食材などを活用した食の開
発、消費拡大（食材フェア、メ
ニュー開発等）

・小さくて強い産業づくり事業
・つなぎ型スローフード推進事業
・地域商社推進事業

⑤進出
企業優
遇対策

・各種法令等に基づく優遇措置の活
用
・企業立地促進策の実施（企業立地
促進補助、サテライトオフィス支援
事業補助等）
・熊本県と連携した企業誘致策の推
進

・企業立地促進補助金制度の運用
・県芦北地域振興局及び県企業立地課と連
携した跡地利活用構想の推進
・工業団地関連情報の発信 C C

97

C C

基本目標１

④商工
業基盤
の整備

⑥農商
工連携
の推進

104 97105

達成率

・小学校跡地など既存ストックの整
備と活用
・工業団地への企業誘致
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■施策の効果検証と今後の方向性

R2 R3 R4 R5 R6

■外部評価

R2 R3 R4 R5 R6

※評価 Ａ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、十分な効果があった。
Ｂ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、かなりの効果があった。
Ｃ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、ある程度の効果があった。
Ｄ：ＫＰＩの達成に向けて事業が未実施のため、次年度以降早急に推進する必要がある。
Ｅ：ＫＰＩの達成に向けて事業の見直しが必要である。

総合評価（累積）
効果検証【Ｃｈｅｃｋ】

C C C

・地場企業の育成、雇用確保事業の柱として、商工会
事業と連携しつつ、これまで小さくて強い産業づくり
事業で取り組んだ事業を町の統一基準で再編集し、都
市部に販売拡大していくための基礎づくりとして、地
域商社推進事業に取り組んだ。
・国の交付金を活用し、コロナ対応の緊急対策だけで
なく、恒久的な対策に対する支援を小規模事業者総合
対策として実施することで、コロナ禍において変容す
る消費行動等に対応した新ビジネスの創出につながっ
た。

津 奈 木 町 ま
ち・ひと・し
ごと創生本部
（一次評価）

区　分

津 奈 木 町 ま
ち・ひと・し
ごと創生有識
者会議
(二次評価)

・津奈木町地域商社推進協議会を母体とした「地
域商社推進事業に取り組み、これまで生み出され
た商品・サービスを地域商社推進協議会の基準に
より磨き上げ、販売促進していく。
・地域商社の設立に関しては、令和6年度の設立を
目標として事業推進を図る。
・その他中小企業対策については、商工会と連携
し、新たにＤＸの推進等に取り組む。
・企業誘致に関しては旧平国小学校の跡地整備と
併せて県と連携した情報発信等に取り組む。

区　分 今後の方向性【Ａｃｔｉｏｎ】

総合評価（累積）
検証・意見

C C C 特になし
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令和 ４年度

１．観光振興・地域づくり計画の基本的方向【Ｐｌａｎ】

【 重要業績評価指標（ＫＰＩ）値 】

R2 R3 R4 R5 R6

120,690 121,391 127,554

具体的
目　標

総合戦略の具体的目標と内容

・町ホームページのリニューアルと
観光ウェブサイトの開設・運用
・関係人口構築や移住促進をテーマ
にした情報整理と発信
・ＳＮＳなどあらゆるメディアを活
用した情報発信

・ＳＮＳ町公式アカウント運用
・つなぎファンクラブページ運用
・町観光ＷＥＢサイト構築・運用
・美術館ＷＥＢサイト構築・運用
・町ホームページリニューアル事業

人

③町情
報の戦
略的発
信

主な事業実績【Ｄｏ】

・移住定住促進対策事業（地域おこし協力
隊8人の活動支援、簡易宿泊研修等の運用、
空き家バンクの運用、空き家家財処分5件、
リフォーム3件、ＷＥＢ広告事業）
・地域資源循環交流型まちづくり事業の実
施 C

同上

C C

C

④地域
資源を
活かし
た交流
促進

⑤受入
体制整
備

・低炭素型観光地域づくり事業
・地域資源・循環交流型まちづくり
事業
・つなぎ美術館展覧会事業
・つなぎ型スローフード推進事業

・観光ガイドの育成・観光ルート開
発
・二次交通網の整備
・観光客の滞在時間延長対策の推進

・低炭素型観光地域づくり事業
・地域資源・循環交流型まちづくり
事業

B B

C

⑥イン
バウン
ド対策

・低炭素型観光地域づくり事業
・地域資源循環交流型まちづくり事業

C C

世界とつながり、津奈木町への新しいひとの流れをつくる

津奈木町ＨＰ観光情報年間アクセス
数

56,201 件 67,520 件 72,540 件 149,448 件 件 80,000 件 186.8 ％

①地域
商社に
よる町
観光の
ブラン
ディン
グと販
売促進

②移
住・定
住対策

担当評価（累積）

C C

・つなぎ型関係人口構築事業（つなぎファ
ンクラブ運用）
・つなぎ美術館及び町観光ＷＥＢサイト運
用 C C C

基本目標２

町振興計画の主要プロジェクトである「住みたくなるまちづくり事業」のうち主に「少子高齢化・人口減少対策」と「観光の振興」を連動
させ各種施策を推進することで新しいヒト・モノ・カネ・コトの流れを作る。

津奈木町の特徴的な取組みであるアートプロジェクトや食（スローフード）、自然環境を活かした体験などをテーマとした関係人口の
構築を図るため、地域商社を中心とした町観光のブランディングや旅行商品の造成・販売促進を行うとともに、町や関係団体とが連携し
た移住促進策に取組み、津奈木町への新たなひとの流れをつくる。

達成率

具体的な施策・事業

人 人

基準値
(H30)

R2 R3 R4 R5

人人 人

数値目標

社会増減数

設定項目

主要観光施設入込客数

関係人口構築数

・低炭素型観光地域づくり事業の実施（体
験プログラム開発、人材育成、情報発信
等）
・地域資源循環・交流型まちづくり事業
・つなぎ美術館展覧会事業（企画展4本、収
蔵品展2本、関連プログラム）
・スローフードまちづくり事業（商品開
発、イベント開催、情報発信）

B

基準値
(R1)

R2 R3 R4 R5
目標値
（R6）

％-△ 29 人 △ 10 人 △ 8 人 △ 13 人 人 ±0 人

達成率
目標値
（R6）

％人 70.9

614.9

180,000

津奈木町まち・ひと・しごと創生総合戦略　評価・検証票

135,923

・魅力ある旅行商品の造成・販売促
進
・インバウンドに対応したハード・
ソフト整備

・低炭素型観光地域づくり事業
・地域資源・循環交流型まちづくり
事業

・アートプロジェクトや自然体験を
活用した交流促進（アートツーリズ
ムの推進）
・スローフード・スローライフを
テーマにした食のおもてなしと交流
促進

- 2,600 11,458 24,597人

・低炭素型観光地域づくり事業の実施（体
験プログラム開発、人材育成、観光ＷＥＢ
サイト構築）
・地域資源循環交流型まちづくり事業の実
施（交流プロジェクト等）
・地域商社推進事業

B B B

観光商品の造成（魅力化）や販売促
進等による町観光のブランディング
推進

・低炭素型観光地域づくり事業
・地域資源・循環交流型まちづくり
事業
・地域商社推進事業

・民間事業者等と連携した移住・定
住ワンストップ窓口の整備
・各種情報発信事業の実施（フェア
参加等）
・移住支援金等補助制度の運用
・地域おこし協力隊の受け入れと積
極的活用
・複合型お試し住宅の整備と運用
・移住ツアーの実施

・地域商社推進事業
・地域資源・循環交流型まちづくり
事業
・地域おこし協力隊事業
・簡易宿泊研修棟運用事業
・移住支援金補助金
・空き家家財処分及びリフォーム補
助金
・移住定住促進対策事業

人 人 4,000 人人 ％
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R2 R3 R4 R5 R6
具体的
目　標

総合戦略の具体的目標と内容 主な事業実績【Ｄｏ】
担当評価（累積）

具体的な施策・事業

■施策の効果検証と今後の方向性

R2 R3 R4 R5 R6

■外部評価

R2 R3 R4 R5 R6

※評価 Ａ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、十分な効果があった。
Ｂ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、かなりの効果があった。
Ｃ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、ある程度の効果があった。
Ｄ：ＫＰＩの達成に向けて事業が未実施のため、次年度以降早急に推進する必要がある。
Ｅ：ＫＰＩの達成に向けて事業の見直しが必要である。

⑦観光
まちづ
くり拠
点の整
備と連
携

⑧関係
人口を
増やす
仕組み
づくり

・低炭素型観光地域づくり事業の実施
・地域資源循環交流型まちづくり事業の実
施
・観光ＰＲ事業（紙媒体及びＷＥＢ活用）
・ＲＶパーク運用
・地域商社推進事業 C C C

同上

C C C

C C C 特になし

総合評価（累積）
効果検証【Ｃｈｅｃｋ】

C C C

・国交付金事業や補助事業なども活用し、観光振興の
ためのハード整備、ソフト施策を実施。
・ＫＰＩの観光客数は、コロナの収束に前年度を上回
ることができた。
・同じく関係人口創出数については、令和2年7月豪雨
に対する寄附により大きく増加となった。
協議会と連携した活動によって１組の新規就農移住者
を確保できた。

総合評価（累積）
検証・意見

・つなぎ温泉周辺魅力アップ事業
（基本構想定、施設整備等）の実施
・観光まちづくり拠点施設（宿泊施
設、観光案内所等）の整備・運用
・散策ルートの形成と環境整備（ベ
ンチ設置等）
・観光施設間の連携強化（イベント
開催含む）

・つなぎ温泉周辺魅力アップ事業
・低炭素型観光地域づくり事業
・地域資源・循環交流型まちづくり
事業
・観光振興事業

区　分 今後の方向性【Ａｃｔｉｏｎ】

●レンタサイクル、観光ガイドの育
成による散策プログラムの確立

・低炭素型観光地域づくり事業
・地域資源・循環交流型まちづくり
事業
・観光振興事業

津 奈 木 町 ま
ち・ひと・し
ごと創生有識
者会議
(二次評価)

区　分

・アフターコロナ時代に対応した、新たな観光商
品の開発や観光物産イベントの企画・実施により
経活性化につなげる必要がある。
・長年の課題であった宿泊施設の新設について
は、四季彩周辺魅力アップ事業によって解決する
とともに、ソフト事業としてコンソーシアム構想
推進事業に取り組み、宿泊施設を起点とした観光
客の受入体制の整備を図る。
・移住定住促進事業については、県事業とも連携
して各種事業に取り組み、社会減に対応していく
必要がある。

津 奈 木 町 ま
ち・ひと・し
ごと創生本部
（一次評価）
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令和 ４年度

２．住宅振興計画の基本的方向【Ｐｌａｎ】

【 重要業績評価指標（ＫＰＩ）値 】

R2 R3 R4 R5 R6

■施策の効果検証と今後の方向性

R2 R3 R4 R5 R6

■外部評価

R2 R3 R4 R5 R6

※評価 Ａ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、十分な効果があった。
Ｂ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、かなりの効果があった。
Ｃ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、ある程度の効果があった。
Ｄ：ＫＰＩの達成に向けて事業が未実施のため、次年度以降早急に推進する必要がある。
Ｅ：ＫＰＩの達成に向けて事業の見直しが必要である。

・空き家バンクの積極的な運用と家
財処分・リフォーム補助制度の運用
・危険空き家対策の推進

③空き
家対策
の実施

・空き家バンク運用
・空き家家財処分補助金
・空き家リフォーム補助金

A A A

・空き家家財処分補助金
・空き家リフォーム補助金
・危険空き家対策の推進として、住民等か
ら特定空き家の連絡があった場合は、防
災、衛生、景観等の地域住民の生活環境に
深刻な影響をおよぼす場合などがあり、住
宅の所有者等への適切な管理についての注
意喚起を行った。

C C C

効果検証【Ｃｈｅｃｋ】

B B B

・公営住宅の整備については、計画的な推進を図って
おり、移住・定住の受け皿となっている。
・空き家バンクについては、活用ニーズはあるもの
の、マッチングが難しい物件もあることから、今後も
補助制度を活用しながら利用促進を図る必要がある。
・さくら団地の分譲については、各種支援制度によっ
て4区画を分譲するなど成果が出ている。

④民間
賃貸住
宅の建
設促進

・民間賃貸住宅建設事業補助金の運用

C C C

主な事業実績【Ｄｏ】
担当評価（累積）

①公営
住宅等
の計画
的な整
備及び
設備の
充実

区画

（Ｈ28-Ｒ1累計）

B B B 特になし

B B B

総合評価（累積）
検証・意見

民間賃貸住宅補助制度の運用

津 奈 木 町 ま
ち・ひと・し
ごと創生本部
（一次評価）

・移住定住者の受け皿として、民間賃貸住宅補助
などの制度運用に加え、さくら団地の分譲促進や
計画的な公営住宅等の整備を推進する。
・空き家対策については、引き続き情報発信や家
財処分及びリフォーム補助などを運用し、移住・
定住の受け皿として空き家バンク制を積極的に運
用する。
・危険家屋所有者への適正管理の注意喚起をおこ
なう。

総合評価（累積）

②さく
ら団地
の分譲

・分譲地定住促進事業補助金
                      3件　2,100千円
・分譲地販売子育て支援助成金
                      1件　500千円
・分譲地販売協力業者協力金
　　　　　　　　　　　2社　1,000千円

達成率
目標値
（R6）

R5

％累計 2 区画 累計 3 区画区画 累計 7 区画 累計 区画 累計 5

津奈木町まち・ひと・しごと創生総合戦略　評価・検証票

150121 人 85 人 131 99 人

基本目標２

人口減少社会における住宅政策として、また、首都圏一極集中の是正に伴い、今後増えることが予想される地方へのひとの流れの受け
皿として、計画的な公営住宅の整備、さくら団地の分譲事業とはじめとして、町内に点在する空き家の総合的な利活用を図ることで、津
奈木町への新たなひとの流れをつくる。

66.0人人

基準値
(H30)

R2 R3 R4数値目標

転入者数 ％人

世界とつながり、津奈木町への新しいひとの流れをつくる

区　分

津 奈 木 町 ま
ち・ひと・し
ごと創生有識
者会議
(二次評価)

区　分 今後の方向性【Ａｃｔｉｏｎ】

具体的
目　標

総合戦略の具体的目標と内容 具体的な施策・事業

・景観にマッチした公営住宅建設・
建替の促進
・公営住宅や民間住宅におけるバリ
アフリー化の推進
・公営住宅の各種設備の充実
・老朽化した定住促進住宅の払い下
げの実施

・公営住宅建設事業
・公営住宅及び民間住宅バリアフ
リー化推進
・公営住宅改修事業
・定住促進事業補助金

・役場裏個人向け分譲住宅団地「さ
くら団地」の積極的な分譲事業の実
施
・町外者等への分譲促進を目的とし
た魅力ある各種補助制度の確立
・民間業者と連携した共同分譲・販
売の推進

・さくら団地分譲事業
・分譲地定住促進事業補助金
・分譲地販売協力業者協力金
・分譲地子育て支援助成金
・さくら団地複数区画購入助成金

140.0

・民間賃貸住宅建設補助金

5
さくら団地分譲販売数

・町営住宅浴室換気扇設置工事（駅前・赤
崎・平国団地）
・定住促進住宅浴室換気扇設置工事（染
竹・赤崎・平国住宅）
・定住促進事業補助金
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令和 ４年度

１．保健医療計画の基本的方向【Ｐｌａｎ】

【 重要業績評価指標（ＫＰＩ）値 】

％

％

R2 R3 R4 R5 R6

・育児学級
・家庭訪問
・妊婦健康診査
・乳幼児健康診査
・乳幼児発達相談の実施
・食生活改善推進員協議会へ食育活
動事業の委託
・２児歯科検診の実施
・子ども医療費助成事業の拡充
・多子世帯への子育て支援
・育児学級
・家庭訪問

・広報つなぎ掲載や有線放送による周知を
行い受診率向上に努めた
・休日等に検診を実施（令和4年11月3日
(木・祝日)・6日(日)）
・健康管理事業では特定健診、後期高齢者
健診に上乗せして血液検査を実施。
・健診結果に基づき、保健指導を実施。
（特定保健指導対象者を除く）
・健康教室4回開催
・地域保健推進委員研修会1回
・たっしゃか塾として健康機器を利用した
リハビリテーション事業を実施し継続（登
録者 男性19人・女性48人 計67人、年間
利用者のべ2,279人）

A A A

少子化や超高齢化社会に対応した保健医療体制を確保するため、保健医療と福祉との連携強化を推進しながら、保健指導や訪問指導の強
化等による保険予防体制の充実と各種健診等の受診率の向上を図り、安心して出産・子育てができる環境づくりを行う。

（ｱ）生活習慣病対策
・各種がん検診の受診率の向上
・特定保健指導を中心に生活習慣病
の生活指導（栄養、運動、休養）の
実施
・健診事後指導の実施
・保健指導及び訪問指導等の実施
・健康管理事業の強化、充実
・食生活改善推進員、地域保健推進
委員等各種団体と連携

％ 100.0

・乳児の全戸訪問の際に、予防接種につい
て説明。未接種者に対し、乳幼児健診の機
会や通知・電話等により受診勧奨を実施。
・インフルエンザについては、法に基づく
対象者に加え、生後６か月児以上の希望者
においても費用を助成。令和元年度より子
育て世代への経済的負担の軽減を図る目的
で高校生以下は無料で接種を実施。

A A A

・育児学級（離乳食教室）：年3回実施
・妊婦健康診査：22人　延べ164件受診
・乳幼児健康診査
　すべての健診で100%受診
・乳幼児発達相談　1件
・食生活改善推進員協議会へ食育活動事業
の委託し、2回教室開催
・２児歯科検診の実施：年3回実施
中学３年生から高校３年生までに対象年齢
を拡充（H30年度実施済み）
・家庭訪問（全戸訪問）
・特定不妊治療、一般不妊治療費の助成

B B

具体的
目　標

48.0

100.0

基準値
(H30)

設定項目

特定健康診査等の受診率

乳幼児診査の受診率

B

具体的な施策・事業

56.9 ％ 54.1

R2 R3

％

（ｴ）歯科保健対策
・１歳６か月児健診及び３歳６か月
児健診の歯科検診時に希望者への
フッ化物塗布の実施
・２歳児歯科検診の実施と希望者へ
のフッ化物塗布の実施
・保育園及び幼稚園での歯科衛生士
による虫歯予防教室の実施
・保育園・幼稚園及び小学校・中学
校でのフッ素洗口の推進

・１歳６か月児健診、３歳６か月児
健診、２歳児歯科検診時に希望者へ
フッ化物塗布
・歯及び口腔衛生教室実施
・保育園・幼稚園・小学校・中学校
でのフッ化物洗口の実施

総合戦略の具体的目標と内容

（ｲ）伝染病予防及び予防接種
・感染症の蔓延防止
・法に従った予防接種の実施
・予防接種による事故防止の徹底

主な事業実績【Ｄｏ】
担当評価（累積）

基準値
(R1)

R2 R3 R4 R5
目標値
（R6）

- ％52.9 ％ 60.0 ％-

達成率

83.0 ％

％ 60.052.5

100.0

％

フッ化物塗布実施人数（R4）
・１歳６か月児健診：31名
・３歳６か月児健診：28名
・２歳児歯科検診：21名
全保育園・幼稚園、小中学校でフッ化物洗
口実施
・小学校4・6年生を対象に歯科衛生士によ
るはみがき教室を実施。

B B B

・広報誌や有線放送による追加募集
の実施
・休日に検診を実施
生活習慣病重症化予防事業
健康管理事業
健診結果説明会の実施
生活習慣病重症化予防事業
・食生活改善推進員の学習会（健康
教室）の実施
・地域保健推進委員研修会の実施
水俣病発生地域リハビリテーション
強化等支援事業

97.0 ％ 100.0

R4 R5

％ 87.5 ％

目標値
（R6）

達成率

％ ％ ％

①保健
予防対
策の推
進強化

・予防接種法に基づく定期防接種の
実施
・インフルエンザ予防接種の実施
水俣市・芦北郡医師会に委託し、個
別接種実施
・保護者に対する説明
・受託医療機関に過誤防止について
の周知を依頼

津奈木町まち・ひと・しごと創生総合戦略　評価・検証票

％ - ％ ％- ％

基本目標３

　町振興計画の主要プロジェクトである「住みたくなるまちづくり事業」のうち「少子高齢化・人口減少対策」を主軸として他の関連施策
も連動させることで、子どもから高齢者まで健康でいきいきと活躍できる環境を整備し、子育てに希望が持てるような町づくりを推進す
る。

数値目標

津奈木町は安心して結婚・妊娠・出
産・子育てができるまちだと思う割
合
（そう思う＋ややそう思う）

結婚・出産・子育ての希望をかなえる

（ｳ）母子保健対策
・妊婦及び乳児の健康管理の指導及
び育児支援（母子手帳交付、育児学
級、家庭訪問）
・１歳６か月児健診、３歳６か月児
健診並びに乳幼児健診の充実
・乳幼児精神発達相談の充実を図
り、専門機関との連携を強化
・子ども医療費助成の対象範囲の拡
充（新生児から高校３年生まで）
・不妊治療費助成事業の実施
・食育事業の推進
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R2 R3 R4 R5 R6
具体的
目　標

具体的な施策・事業総合戦略の具体的目標と内容 主な事業実績【Ｄｏ】
担当評価（累積）

■施策の効果検証と今後の方向性

R2 R3 R4 R5 R6

■外部評価

R2 R3 R4 R5 R6

※評価 Ａ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、十分な効果があった。
Ｂ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、かなりの効果があった。
Ｃ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、ある程度の効果があった。
Ｄ：ＫＰＩの達成に向けて事業が未実施のため、次年度以降早急に推進する必要がある。
Ｅ：ＫＰＩの達成に向けて事業の見直しが必要である。

B

・特定健診受診率向上のため、無料の人間ドックや医
療機関での個別健診・情報提供事業を実施し、H20年
度25.4％だった受診率が56.9％と上昇し、効果が現れ
ている。
・乳幼児審査は、引き続き啓発等に取り組み目標の
100.0％を維持する必要がある。

総合評価（累積）
検証・意見

B

B B B

効果検証【Ｃｈｅｃｋ】

B

B B

B

・水俣市葦北郡医師会と連携した取
組みの推進
・水俣市、芦北郡２町で設置する組
合による伝染病、救急患者輸送の実
施

水俣市、芦北町、津奈木町の１市２町によ
る病院群輪番制運営事業、水俣市芦北郡医
師会との在宅当番・救急医療情報提供実施
事業の委託事業実施済

区　分

津 奈 木 町 ま
ち・ひと・し
ごと創生有識
者会議
(二次評価)

区　分 今後の方向性【Ａｃｔｉｏｎ】

・本町では、生活習慣病治療のため医療機関への
受診率が高く特定健診受診率が低いことが課題と
なっている。国の目標値60％は達成したものの、
引き続き医師会やかかりつけ医と連携を図りなが
ら受診率向上に取り組む必要がある。
・特定検診も含め、各種健診等の意義について広
報や電話勧奨で周知を図り受診率向上に取り組
む。

津 奈 木 町 ま
ち・ひと・し
ごと創生本部
（一次評価）

総合評価（累積）

A A A

改善センターで実施。(令和４年８月４日
(木)、令和５年１月６日(金))
献血者数：61名(Ｒ４)

A A A

・病院群輪番制運営事業、在宅当
番・救急医療情報提供実施事業の実
施

②保健
医療供
給体制
の整備

③献血
事業の
推進強
化

④特定
健康診
査等の
受診率
向上

・特定健康診査等実施計画に基づい
た、国民健康保険被保険者に対する
特定健康診査・特定保健指導及び人
間ドックの受診率の向上と啓発強化

・特定健診受診率向上対策

・日本赤十字社の献血車の巡回に併
せた住民の献血に対するさらなる意
識の向上

・献血の推進

(R03)特定健診500人実施（無料人間ドック
289人、集団健診99人、個別健診50人、診療
情報提供57人）
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令和 ４年度

２．社会福祉計画の基本的方向【Ｐｌａｎ】

【 重要業績評価指標（ＫＰＩ）値 】

R2 R3 R4 R5 R6

2,687 人 1,322 3,000 人 59.2

目標値
（R6）

達成率

％

人 28 人

1,426 人 1,777 人

・地域における障がい者（児）療育
体制の整備
・障害福祉サービスの充実
・住宅改造の支援等生活環境の整備
・日常生活の支援及び福祉制度の周
知指導の徹底
・雇用に対する理解の促進
・スポーツ・文化活動の推進
・地域防災ネットワークの確立
・身体障害者互助会・精神障害者家
族会等への支援

・水俣芦北圏域地域療育センター事
業（巡回支援専門員整備事業）
・障害福祉サービス費（自立支援給
付費）の支給
・日常生活用具給付事業、移動支援
事業、日中一時支援事業等の実施
・身体障害者住宅改造助成事業及び
胎児性・小児性水俣病患者住宅改造
助成事業の実施
・災害時要援護者台帳を整備し避難
支援計画作成
・身体障害者互助会・精神障害者家
族会等の活動の支援

・介護保険事業の財政安定
・各種サービス（包括的支援・介護
予防・生活支援・家族介護者支援）
の充実
・住民ニーズの把握と住民参画
・在宅医療・地域包括ケア体制の確
立
・情報提供と処理体制の充実

・通いの場の拡大
・地域の互助の推進
・認知症施策の充実
・地域見守り活動推進事業によるふ
れあいいきいきサロン活動の全地区
実施
・多職種連携による地域包括ケアシ
ステムの構築
・認知症サポーターの養成及び活動
の活性化
・水俣病発生地域リハビリテーショ
ン強化等支援事業
・生活支援サービスの提供

28 人 30 人 25

基準値
(H30)

R2 R3 R4 R5

人 30 人 93.3 ％

津奈木町まち・ひと・しごと創生総合戦略　評価・検証票

基本目標３

・ひとり親家庭等医療助成事業
・生活相談、指導及び資金の貸付
・低所得者の生活援助及び経済的自
立と生活意欲に対する指導

・ひとり親家庭等医療費助成事業
・ひとり親家庭等日常生活支援事業
・母子・父子・寡婦福祉資金貸付制
度の周知
・ひとり親家庭等の低所得者に対す
る支援

・婚活支援事業の実施 ・婚活支援事業

・津南保育園R2年10月1日より利用定員を60
名から50名へ変更。待機児童無し。
・通勤経路等の理由により町外（水俣市・
芦北町）への入所実施。
・津南保育園一時預かり保育　延べ利用児
童数30名、延長保育事業週利用利用児童2名
・放課後児童クラブ1カ所運営
・児童クラブエアコン設置工事（3,791,297
円）
・青少年健全育成に関する広報
・総合運動公園や児童公園の適切な管理
・平国小学校跡地利活用事業の推進

C C C

・１市２町（水俣市・芦北町・津奈木町）
で児童発達支援センターに委託し巡回支援
専門員による施設支援（施設職員等に対
し、助言等の支援）を行い、早期発見・早
期対応を図った。
・障害福祉サービス費（自立支援給付費）
の支給支援（56名）、日常生活用具の給付
支援（延べ115件）を行い福祉向上に努め
た。
・災害時要援護者の調査を実施し、災害時
要援護者避難支援計画策定済

人

結婚・出産・子育ての希望をかなえる

主な事業実績【Ｄｏ】
担当評価（累積）

・認知症施策の充実
町内16箇所で月2回、いってみゅう会を開

催し、延べ人数1,426人が参加。地域介護予
防活動支援事業では、年2回の筋量測定を行
い、体力向上の目標を持たせ、地域の方々
と楽しみながら交流する場を提供した。
・認知症サポーターの養成及び活動の活性
化

地域包括支援センターに認知症初期集中
チームを設置し活動を推進、年間5回程度の
認知症サポーター養成講座の開催。

C C C

人

設定項目

放課後児童クラブ平均利用者数

介護予防事業の参加延べ人数

子どもから高齢者まで、また健常者も障がい者も自己の能力を活かしながら、健康で楽しく暮らすことのできる福祉社会の実現を目指
し、「元気で いきいき あんしん つなぎ」を基本理念に各種施策を推進し、必要なサービスが総合的、効果的に提供されるよう、保
健・医療・福祉のネットワーク化に努めるとともに、施設の充実、生活環境の整備、町民組織の活動強化、各種制度への援助など、町民
の福祉ニーズに即応できるシステムづくりを進める。

具体的
目　標

総合戦略の具体的目標と内容 具体的な施策・事業

・つなぎオイスターバルにおける婚活イベ
ントは新型コロナの感染拡大の状況を受け
中止
・水俣芦北広域行政事務組合の広域連携事
業として婚活事業を実施

D D C

①高齢
者福祉

②児童
福祉及
び青少
年育成

③障が
い者
（児）
福祉

④ひと
り親家
庭等及
び低所
得者対
策

⑤ 婚活
支援

B B B

・ひとり親家庭等の医療費の3分の2を助
成。
R4実績：251件（うち児童0件）
・ひとり親家庭の就業支援に関するチラシ
等を配布
・低所得の子育て世帯（ひとり親）へ給付
金【生活支援特別給付金】を支給（39名）

B B B

・青少年を取りまく家庭、社会環境
の整備
・健全な遊びや活動のため、総合運
動公園・児童遊園地の活用（整備含
む）
・子育てと仕事の両立支援対策のた
めの保育サービスの拡充
・放課後児童健全育成事業の実施
・出生祝い金制度の運用
・安心して子育てのできる地域社会
の構築（世代間交流、拠点づくり）
・小学校跡地等を活用した木育事業
の実施

・総合運動公園や児童公園の活用促
進
・子ども・子育て支援事業計画の基
づく保育所等の定員管理
・津南保育園で延長保育及び一時預
かり事業
・放課後児童クラブ運営
・平国小学校跡地利活用事業
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■施策の効果検証と今後の方向性

R2 R3 R4 R5 R6

■外部評価

R2 R3 R4 R5 R6

※評価 Ａ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、十分な効果があった。
Ｂ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、かなりの効果があった。
Ｃ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、ある程度の効果があった。
Ｄ：ＫＰＩの達成に向けて事業が未実施のため、次年度以降早急に推進する必要がある。
Ｅ：ＫＰＩの達成に向けて事業の見直しが必要である。

屋内の遊び場を併設した子育て支援センター（拠点施設）の設置について検討が必要。

総合評価（累積）
効果検証【Ｃｈｅｃｋ】

C C C

総合運動公園・児童公園は、町民の健康づくりやス
ポーツ活動等の拠点施設であるとともに、親子などが
利用するふれあいの場でもあるため、利用者の安心・
安全な利用促進を図るため、施設整備や維持管理等の
更なる徹底が必要である。

総合評価（累積）
検証・意見

C C C

津 奈 木 町 ま
ち・ひと・し
ごと創生本部
（一次評価）

・青少年の健全育成や子どもたちの健やかな成長
に喜びを実感できるよう、家庭支援の充実・社会
環境の更なる整備を図るため、地域・学校・行政
等の連携を密にし、新たな事業の推進に努める。
・総合運動公園等の利便性向上や利用促進を図る
ため、維持管理の徹底を考慮した指定管理の導入
検討や施設整備（R3：多目的トイレ新設、遊具新
設・改修等）を計画的に行って行く。

区　分

津 奈 木 町 ま
ち・ひと・し
ごと創生有識
者会議
(二次評価)

区　分 今後の方向性【Ａｃｔｉｏｎ】
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令和 ４年度

３．学校教育計画の基本的方向【Ｐｌａｎ】

【 重要業績評価指標（ＫＰＩ）値 】

％

R2 R3 R4 R5 R6
・小学校特別教室（家庭科室・音楽室・図
工室・資料室・児童会室）にエアコンの設
置
※小中学校すべての教室にエアコン完備
・小中学校に校内高速無線LAN配線を新設

A A A

・ALT2名体制を維持し、小中学校での授
業、幼保育園への派遣、町民を対象とした
英会話教室等を実施。
・中学校全生徒を対象として、本年度内に
受験した１回分の検定料の補助（89名・311
千円）を行った。

B B A

・奨学制度の一層の普及・啓発
・奨学基金の積極的運用

・奨学金運用

⑥幼児
教育

・地域と学校の連携強化 ・幼・保・小・中連携事業 ・幼・保・小・中連携作業部会で事業実績
をまとめ、事業計画や基本的生活環境を定
着させるためのカリキュラムを作成し、そ
の実施に向け各園、学校で取組を行った。 B

広報誌や有線放送等を活用して、広く住民
への周知を図った。
貸付件数　Ｒ４：２件（うち新規１件）

C

担当評価（累積）

・児童生徒一人1台となるようなＩ
ＣＴ機器の整備及び更新
・新学習指導要領実施に伴う教育備
品の充実

・ＩＣＴ機器の整備及び更新
・新学習指導要領実施に伴う教育備
品の充実

・小・中学校のエアコンの適切な管
理と維持更新
・校内ＬＡＮ環境の整備及び更新

・小・中学校のエアコンの適切な管
理と維持更新
・校内ＬＡＮ環境の整備及び更新

・英語指導のためのＡＬＴの確保
・英語等検定料助成

・英語指導のためのＡＬＴの確保
・英語等検定料助成

具体的な施策・事業

津奈木町まち・ひと・しごと創生総合戦略　評価・検証票

R2 R3 R4 R5
目標値
（R6）

達成率

具体的
目　標

総合戦略の具体的目標と内容

・小・中学校等の非構造物補強
・長寿命化のための個別施設計画の
策定

・小・中学校等の非構造物補強
・長寿命化のための個別施設計画の
策定

・調理環境及び衛生管理のための空
調設備整備
・食物アレルギー対策のための調理
設備整備

・給食センターの空調整備、調理機
材の整備
・食物アレルギー対策

⑦奨学
育成

①学校
の教育
環境整
備

②英語
教育の
充実

基本目標３

90.1 ％ 89.8 ％ 88.7

結婚・出産・子育ての希望をかなえる

主な事業実績【Ｄｏ】

％88.7 ％ ％ 100.0 ％

高度情報化、グローバル化、少子高齢化などの急速な社会変化に対応した人材育成を実現するための教育カリキュラムや機材・設備等
の充実を図るとともに、全ての子どもたちに充実した学習機会を提供できるような総合支援（経済支援含む）体制を確立する。

基準値
(H30)

89.2

設定項目

学校に行くのが楽しいと思う生徒の
割合

・現段階で緊急性のある非構造物補強はR1
年度ですべて完了。
・学校関係施設について「津奈木町公共施
設等個別施設計画」（2020年度～2024年
度）を策定。

B B B

④教育
機材の
充実

⑤学校
給食

③安
全・安
心な学
校づく
り実

C C

B B

・国のGIGAスクール構想に基づき、小中学
校すべての児童生徒、教師へのタブレット
端末（Google・Chromebook)の配布（小学
校：238台・中学校：145台）、校務用パソ
コン新規入れ替え（小中学校：各20台）、
電子黒板の設置（小学校：10台・中学校7
台）
・新学習指導要領実施に伴う、プログラミ
ングスイッチ（小学校：8台）の購入

A A A

・学校給食センター調理室内の環境及び衛
生管理の改善の為、空調設備の新設（R2実
施設計・R3工事）及びガス回転釜（1台）、
検食保存用冷蔵庫（2台）、球根皮剥機（1
台）、食器消毒保管機（2台）、自動手指洗
浄消毒器（1台）の購入を実施。
・軽度の食物アレルギー所持者に対し献立
確認による弁当対応（調理設備の整備は未
実施）

B B B
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■施策の効果検証と今後の方向性

R2 R3 R4 R5 R6

■外部評価

R2 R3 R4 R5 R6

※評価 Ａ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、十分な効果があった。
Ｂ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、かなりの効果があった。
Ｃ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、ある程度の効果があった。
Ｄ：ＫＰＩの達成に向けて事業が未実施のため、次年度以降早急に推進する必要がある。
Ｅ：ＫＰＩの達成に向けて事業の見直しが必要である。

総合評価（累積）
検証・意見

総合評価（累積）
効果検証【Ｃｈｅｃｋ】

B B B

・令和４年度においても「施策・事業」等の実施につ
いて新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けた部
分はあったが、ICT機器の整備等、目標としていた大
規模な事業の実施は概ね出来た。しかしKPI値がR２年
度から若干ではあるが減少傾向にある為、今後、整備
した機器等を生かし、全ての子供たちの学びの保障を
充実させる等、総合的な支援を行うことでKPI値の向
上に繋げていく。

区　分 今後の方向性【Ａｃｔｉｏｎ】

津 奈 木 町 ま
ち・ひと・し
ごと創生本部
（一次評価）

・国のGIGAスクール構想に基づき、ICT機器等の整
備はある程度整った為、今後はわかりやすい授業
の充実と教員の負担軽減の推進を図り、更には質
の高い授業、効率的な授業づくりを行っていく中
で、児童生徒の学力向上と、通いたくなる学校づ
くりを目指し、結果目標値の達成を図る。
・効果のあった施策の継続と未実施の施策につい
て今後の取組を行う。

区　分

津 奈 木 町 ま
ち・ひと・し
ごと創生有識
者会議
(二次評価)

B B B 特になし
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令和 ４年度

４．社会教育計画の基本的方向【Ｐｌａｎ】

【 重要業績評価指標（ＫＰＩ）値 】

R2 R3 R4 R5 R6

B

・未実施
・例年、町民講座の開催（募集案内）や自
主講座の周知を行うための「案内チラシ」
を、町内全世帯へ配布。 D D D

・読書表彰の実施（小・中学生を対象に、
町図書館を利用した多読者10名を表彰）と
あわせ、図書館職員による「お話し会」を
開催。
・県立図書館の活用（研修会への参加）
　今後、県立図書館・市町村・公共図書館
との共同による電子図書館導入に向けた検
討が必要と思われる。
・図書の増本（所蔵図書22,581冊、うち新
規購入787冊）

B

・総合型地域スポーツクラブ加盟の児童・
生徒を対象にした社会体育クラブの活動（5
種目：延べクラブ員数85名）や町民を対象
にしたビーチバレー大会の開催。社会体育
クラブにおいて、年々クラブ員の減少が見
られるほか、今後の中学校部活動の地域移
行をどのように進めていくのか、大きな検
討課題である。
・年間を通して行う「つなぎ遊びの学校」
の諸活動や海洋クラブによる海洋スポーツ
活動の実施　R4実績：14名、9回/年、延べ
108名参加
・児童公園の遊具（R3新設・改修）と、こ
れまで課題とされていたトイレの改築がで
きたのは大きな成果である。

C

津奈木町まち・ひと・しごと創生総合戦略　評価・検証票

基本目標３

基準値
(H30)

R2 R3 R4 R5
目標値
（R6）

結婚・出産・子育ての希望をかなえる

町民講座をはじめ、子どもたちを対象とした「遊びの学校」、Ｂ＆Ｇ海洋クラブを中心とした海洋活動、高齢者向けの「あけぼの大学」
や総合型スポーツクラブなどの活動を充実させるとともに、社会教育（体育）施設の整備充実等を図ることで、全ての町民が生涯にわ
たって学習できる環境を整備する。

設定項目

具体的
目　標

総合戦略の具体的目標と内容 具体的な施策・事業

総合型地域スポーツクラブ員数

町民講座・自主講座数

85 人 人125 人 102 人 98

15 講座 14 講座 講座

人 65.4 ％人

達成率

130

20 講座 70.0 ％18 講座 15 講座

主な事業実績【Ｄｏ】
担当評価（累積）

①社会
教育指
導体制
の整備

・社会教育活動推進の中心となる社
会教育主事、公民館主事、社会教育
指導員などの配置による人を育てる
社会教育の充実
・文化協会の独立運営のための指導
援助

・社会教育人材育成
・文化協会事業

・コロナ禍のなか、文化協会加盟団体の活
動も低迷気味ではあるが、３年ぶりのふれ
あい祭りにより「展示部門」を開催でき、
多くの来館者を得られた。 D D C

・町民講座（4講座開催）、延べ参加者：
547名　・あけぼの大学（5講座開催）、延
べ参加者：109名
・公民館活動奨励補助金（1地区あたり、
50,000円を上限に助成）　R4助成実績：20
地区
　コロナ禍の中ではあったが、地区により
活動の差が大きく見られた。
・人権教育の充実（未実施）
・地域未来塾（中学生を対象にした、夏季
休暇中の授業（英語・数学）を実施。

D D C

②社会
教育活
動の推
進

・町民のニーズに応じた、青少年、
成人、女性、高齢者を対象とした各
種講座の開催
・地区単位での公民館活動の活性化
のための検討及び支援
・自治公民館活動奨励補助金制度の
活用による自治公民館活動の推進
・社会教育団体の育成強化
・家庭、学校、地域の三者が協力し
た学習の推進
・人権教育の充実

・町民講座及び各種講座実施
・自治公民館活動の推進
・人権教育の充実
・家庭、学校、地域の三者連携

③学習
情報提
供・相
談体制
の整備

④図書
館の整
備

⑤社会
体育指
導体制
の整備

・総合型地域スポーツクラブの有効
活用と指導者養成
・青少年のための海洋スポーツ及び
野外活動の指導普及
・社会体育団体・地区公民館等の自
主活動の強化推進
・体育協会の独立運営のための指導
援助
・社会体育施設の整備

・総合型地域スポーツクラブの有効
活用
・海洋スポーツ及び野外活動の指導
普及
・社会体育団体の活動の強化推進
・社会体育施設の整備

・町民の生涯学習を援助・促進する
ため、広報・ホームページの内容充
実
・生涯学習等に関する情報を提供す
るとともに、相談体制の整備の充実

・広報誌等を活用した生涯学習の援
助・促進
・情報提供及び相談体制強化

・読書及び読み聞かせ活動の推進
・県立図書館の活用
・図書の増本等による利用の促進

・読書及び読み聞かせ活動の推進
・県立図書館の活用
・図書の増本

B B

C
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■施策の効果検証と今後の方向性

R2 R3 R4 R5 R6

■外部評価

R2 R3 R4 R5 R6

※評価 Ａ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、十分な効果があった。
Ｂ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、かなりの効果があった。
Ｃ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、ある程度の効果があった。
Ｄ：ＫＰＩの達成に向けて事業が未実施のため、次年度以降早急に推進する必要がある。
Ｅ：ＫＰＩの達成に向けて事業の見直しが必要である。

C C C 特になし

総合評価（累積）
効果検証【Ｃｈｅｃｋ】

C C C

・未だ、新型コロナウイルスの影響を受け、数々の事
業等の中止又は規模縮小などがあったものの、出来る
ことをできる範囲で考え、少しずつではあるが事業等
の前進が見えてきた事を喜ばしく感じている。また、
改めて事業の「スクラップ・アンド・ビルド」を考
え、効果的な事業等の実施が出来るのか、様々な分野
での人材の育成・活用等が急務と考えます。

総合評価（累積）
検証・意見区　分

津 奈 木 町 ま
ち・ひと・し
ごと創生有識
者会議
(二次評価)

区　分 今後の方向性【Ａｃｔｉｏｎ】

津 奈 木 町 ま
ち・ひと・し
ごと創生本部
（一次評価）

・様々な社会教育事業（公民館活動等含む）の推
進・充実のためにも、人材育成を積極的に進め
る。（社会教育主事講習への参加や各種研修会等
への参加、図書館司書の早期導入検討。）
・社会教育団体（スポーツ協会・文化協会）の活
動推進のためには、加盟団体個々の質的向上が求
められるため、団体育成の支援・助言等を行って
いく。
・社会体育施設の整備にあたっては、利用者の利
便性向上や安心・安全な利用促進を図るため、町
公共施設等総合管理計画（個別施設計画）をもと
に、計画的な整備を進めていく。
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令和 ４年度

１．防災計画の基本的方向【Ｐｌａｎ】

【 重要業績評価指標（ＫＰＩ）値 】

R2 R3 R4 R5 R6

- ％

17 行政区 17 行政区

・予想される災害とそれに対処する
ための住民意識の向上
・住民参加による防災体制及び災害
避難所の確立
・消防団員の訓練と機械器具、施設
等の整備強化と消防、防災活動の充
実
・地域による自主防災会活動推進を
目的とした講習会や防災訓練、備品
購入等の支援
・消防団、自主防災組織との連携強
化による防災体制の確立
・災害発生時における町地域防災計
画に基づく災害対策への早急な対応

・治山事業の推進
・緊急予防治山事業
・大手川2火山砂防事業
・急傾斜地崩壊対策施設点検結果に
伴う補修

総合戦略の具体的目標と内容 具体的な施策・事業

・海岸・漁港の消波ブロックの設置
等による高潮対策とその他危険箇所
の改修

・福浦地区高潮対策工事

今後も津奈木町に住み続けたいと思
う人の割合
（住み続ける＋おそらく住み続け
る）

あらゆる自然災害等に対応した社会基盤整備として、必要な治山治水・海岸保全などのハード整備を計画的に行うとともに、消防団や
自主防災組織などの組織を活性化し地域防災力の向上を図り、安心して暮らすことができる町づくりを実現する。

基準値
(H30)

17 行政区

設定項目

自主防災会活動の推進（防災訓練）

・住民参加による防災訓練の実施
・消防団との連携強化
・自主防災組織との連携強化
・消防団と自主防災組織の連携強化
・地域防災計画の見直し

- ％ - ％ ％

22 行政区 77.3 ％17 行政区

津奈木町まち・ひと・しごと創生総合戦略　評価・検証票

R2 R3 R4 R5
目標値
（R6）

R5
目標値
（R6）

達成率

基本目標４

・山腹崩壊・山地災害危険箇所にお
ける計画的な治山事業の推進
・保安林の機能強化を目的とした保
安林整備事業の実施
・治水及び砂防ダムの設置促進（津
奈木川、染竹川水系及び大手川）
・急傾斜地崩壊対策施設点検結果に
伴う対策

ひとが集う、安心して暮らすことができる　魅力的なまちをつくる

行政区

達成率

具体的
目　標

　町振興計画の主要プロジェクトである「住みたくなるまちづくり事業」のうち「少子高齢化・人口減少対策」を主軸として他の施策も連
動させることで、安全・安心な住民生活の確保を主軸として、暮らしの豊かさを基準とした地域コミュニティの再創造による魅力ある町づ
くりを推進する。

数値目標

主な事業実績【Ｄｏ】
担当評価（累積）

・大手川２火山砂防事業  用地補償
管理道路  １式
・単県治山自然災害復旧工事測量設計業務
委託
3件8,800千円 B B

80.2 ％ - ％ 85.0
％
以
上

基準値
(R1)

R2 R3 R4

①治
山・治
水

②海岸
保全

・R4特になし

C C C

・災害報道連携会議を活用し、近隣市町村
を連携した災害対応、避難の呼びかけを行
うことができた。
・防災行政無線の整備に向けた基本設計が
完成した。

D D D

③防災
体制及
び防災
施設の
整備強
化

B
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■施策の効果検証と今後の方向性

R2 R3 R4 R5 R6

■外部評価

R2 R3 R4 R5 R6

※評価 Ａ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、十分な効果があった。
Ｂ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、かなりの効果があった。
Ｃ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、ある程度の効果があった。
Ｄ：ＫＰＩの達成に向けて事業が未実施のため、次年度以降早急に推進する必要がある。
Ｅ：ＫＰＩの達成に向けて事業の見直しが必要である。

特になし

総合評価（累積）
効果検証【Ｃｈｅｃｋ】

C C C

・令和２年７月豪雨で犠牲となられた方がいたため、
早目の避難を行うよう意識改革を行う必要がある。
・予防治山事業については、令和2年7月豪雨災害によ
り被災した個所の事業実施要望を県に対し行い、実施
設計委託3件を実施し、住民の安心安全な生活の確保
に努めた。
・ＫＰＩの防災訓練の実施では、取組ができていない
地区がある。
・地区防災計画の作成を呼び掛けて8地区の計画が提
出された。

総合評価（累積）
検証・意見

C C C

区　分

津 奈 木 町 ま
ち・ひと・し
ごと創生有識
者会議
(二次評価)

津 奈 木 町 ま
ち・ひと・し
ごと創生本部
（一次評価）

・治山事業においては、住民の安全安心の確保の
ため、令和2年7月豪雨による被災箇所の早期完成
を目指す。
・治山治水事業においては、危険度の正確な把握
により優先順位の判断を的確に行い、県へ要望し
ていく。
・自主防災組織や消防団と連携し、ハザードマッ
プにより危険なエリアの把握を行い避難誘導を行
うと同時に、マイタイムラインの作成などを含め
一人ひとりの防災意識を高める。

区　分 今後の方向性【Ａｃｔｉｏｎ】
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令和 ４年度

２．コミュニティ計画の基本的方向【Ｐｌａｎ】

【 重要業績評価指標（ＫＰＩ）値 】

R2 R3 R4 R5 R6

■施策の効果検証と今後の方向性

R2 R3 R4 R5 R6

■外部評価

R2 R3 R4 R5 R6

※評価 Ａ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、十分な効果があった。
Ｂ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、かなりの効果があった。
Ｃ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、ある程度の効果があった。
Ｄ：ＫＰＩの達成に向けて事業が未実施のため、次年度以降早急に推進する必要がある。
Ｅ：ＫＰＩの達成に向けて事業の見直しが必要である。

・宝くじ助成事業などを活用した施
設整備の推進
・利用しやすいコミュニティ施設の
整備

・コミュニティ助成事業

①地域
コミュ
ニティ
活動へ
の支援
体制の
整備

②集い
の場の
創造

③コ
ミュニ
ティ施
設の整
備

⑤各種
団体へ
の多面
的支援

④地域コ
ミュニ
ティ活動
を支える
リーダー
の育成

・人材育成基金などを活用したリー
ダー研修等への支援体制の充実

・人材育成補助事業

・各種団体の活動支援と協働の町づ
くり推進

・町内各種団体等への補助金交付
・元気づくり補助金
・水俣・芦北地域振興財団助成事業

・各地区等の自発的なコミュニティ
活動を支援するための助成制度の運
用

・公民館活動奨励補助金
・地域の人づくり講座（R3終了）

・一般コミュニティ助成事業の活用促進

・各種団体補助金の支給
　(R04)20団体 29,010千円
・元気づくり補助金の運用
・県助成事業の活用促進

・町民体育祭やふれあい祭りなど
「集いの場」の維持・創造
・地区の伝統行事や新しい地域おこ
しイベントへの支援体制の確立

・町民体育祭の開催（4種目/年）
・ふれあい祭りの開催
・元気づくり補助金

・新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、町民体育祭の３種目が中止。野球大会
については、感染対策を講じたうえでの開
催が決定したものの、残念ながら当日の雨
により中止となった。
・ふれあい祭りの開催（文化部門含む）
・元気づくり補助金の運用

D D

20 行政区 行政区
行政区
(維持)

90.9 ％

・公民館活動奨励補助金地区公民館活動の
充実・支援を行うため、1地区あたり上限
50,000円を助成。（R4）助成実績　20地区
　各地区により、活動の格差が見られるの
が今後の課題であると考える。

C C C

R4 R5

具体的
目　標

総合戦略の具体的目標と内容 具体的な施策・事業

2220 行政区 20 行政区

設定項目

主な事業実績【Ｄｏ】
担当評価（累積）

津奈木町まち・ひと・しごと創生総合戦略　評価・検証票

基本目標４

R2 R3
目標値
（R6）

達成率
基準値
(H30)

地域コミュニティが持つ教育、子育て、防犯などの互助機能や地域おこしの力を再生できるような『集いの場』を創造するとともに、各種団体の
活動や地域コミュニティ機能の再生につながる自発的な取り組みを促す仕組みづくりを進め、活力にあふれる安全安心なまちづくりを推進する必要
がある。

区　分 今後の方向性【Ａｃｔｉｏｎ】

津 奈 木 町 ま
ち・ひと・し
ごと創生本部
（一次評価）

・地域コミュニティの維持を図るため、全公民館の活
動の充実・支援を継続するとともに、地区間の活動格
差解消のための助言等を行う。
・人材育成や各種団体の活動活性化を通した地域コ
ミュニティの活性化を図るため、各種補助制度の活用
促進や活動推進のための側面支援を図る。
・少子高齢化、人口減少等を踏まえ、新たな町民体育
祭の在り方について検討を行う。また、ふれあい祭り
など町民が集う場を継続していくとともに、時代に即
した「イベント・交流会」など、誰もが気軽に参加で
きるような新たな活動の場の提供を進めていく。

総合評価（累積）
効果検証【Ｃｈｅｃｋ】

C C C

・未だ、新型コロナウイルスの影響による、公民館活
動の自粛などが見られるものの、少しずつではある
が、地域での活動が見えるようになってきた。小さな
町であっても地域コミュニティの衰退をさせない「集
いの場」が必要不可欠であり、新たな地域活動の推進
はもとより、小さくても活力となり得る事業の構築等
が必要。

区　分

津 奈 木 町 ま
ち・ひと・し
ごと創生有識
者会議
(二次評価)

総合評価（累積）
検証・意見

C C C 特になし

B B B

ひとが集う、安心して暮らすことができる　魅力的なまちをつくる

C C C

・人材育成補助金の運用

C C C

21 行政区公民館活動奨励補助件数

D
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令和 ４年度

３．水利用計画の基本的方向【Ｐｌａｎ】

【 重要業績評価指標（ＫＰＩ）値 】

R2 R3 R4 R5 R6

津奈木町まち・ひと・しごと創生総合戦略　評価・検証票

基本目標４

R2 R3 R4 R5
目標値
（R6）

基準値
(H30)

設定項目

各水道事業の経営基盤を強化し、料金の適正化及び財源の確保、計画的な施設更新及び経営コストの削減等を行うとともに、施設基準
や水質基準の見直しなど事務事業の効率化を推進し、給水人口の減少及びライフスタイルの変化等に対応した安全・安心な水の供給体制
を確保する。

64.2 ％ 69.8 ％ 79.1 ％

達成率

71.2 ％ ％ 90.0

①安
全・安
心な給
水の確
保

・水質検査計画に基づいた適正な検
査や水源の水質保全等、水質管理体
制の強化
・貯水槽水道への指導等の実施

・水質検査計画に基づいた適正な検
査や水源の水質保全等、水質管理体
制の強化
・貯水槽水道への指導等の実施

具体的
目　標

総合戦略の具体的目標と内容 具体的な施策・事業 主な事業実績【Ｄｏ】
担当評価（累積）

・水質検査委託業者と協議し、1年間の
水質検査計画を作成し、適正な管理を
行った。
・組合営水道に対しての指導を行っ
た。

B B B

・多様化したお客様ニーズにあった
サービス提供による顧客満足度の向
上
・連絡管による管網整備や配水ブ
ロック化による適正水圧化の推進

・多様化したお客様ニーズにあった
サービス提供による顧客満足度の向
上
・連絡管による管網整備や配水ブ
ロック化による適正水圧化の推進

・滞納者への徴収体制の強化
・事業の効率化や施工方法の見直し
等によるコスト削減

・定期的な見直しによる料金水準の
適正化
・施設の統合及び民間委託等による
効率的な運営
・耐用年数や機能劣化の状況を踏ま
えた優先順位に基づく老朽施設の計
画的な更新
・災害に備えた計画的な施設の耐震
化
・業務標準化及びマニュアル化によ
る事務の効率化
・各種データ及び図面等のデータ
ベース化

・滞納者への徴収体制の強化
・事業の効率化や施工方法の見直し
等によるコスト削減

・定期的な見直しによる料金水準の
適正化
・施設の統合及び民間委託等による
効率的な運営
・耐用年数や機能劣化の状況を踏ま
えた優先順位に基づく老朽施設の計
画的な更新
・災害に備えた計画的な施設の耐震
化
・業務標準化及びマニュアル化によ
る事務の効率化
・各種データ及び図面等のデータ
ベース化

B B

C C

C C

③水道
サービ
スの充
実

④経営
基盤の
強化と
計画的
な事業
の推進

ひとが集う、安心して暮らすことができる　魅力的なまちをつくる

・3か月分以上納入がない滞納者につい
ては給水停止を行い、料金回収を行っ
た。
・道路改良工事に伴い、老朽管を耐震
管に更新するなどしてコスト削減に努
めた。
・公会計移行に備え、経営戦略を作成
し、今後１０年間は安心して経営でき
るよう料金改正を行った。
・施設の統合は完了して、民間委託で
きる部分については委託を行ってい
る。
・工事費を抑制するため、道路工事が
ある場所を中心に水道管の耐震化を
図っている、
・耐用年数が来た施設から順次更新を
行う計画を作成。
・事務の効率化及びマニュアル化につ
いては実践できていない、
・配管図についてはデータにて管理し
ている。

B

・水源の分散化については現状困難で
はあるが、連絡管による配水区域の変
更により対処する。
・県内市町村との復旧資材等の応援体
制については、県が取りまとめて調整
済み。

C

・お客様のニーズに合わせたサービス
提供については、できる範囲内で行っ
た。
・連絡管の整備はできる範囲は行って
おり、減圧弁の設置などで適正な水圧
の調整を行ってきた。

C

②安定
した給
水の確
保と災
害・非
常時対
策

・災害に備えた水源の分散化
・災害対策マニュアル等の整備によ
る、応急給水及び復旧体制の確立

・災害に備えた水源の分散化
・災害対策マニュアル等の整備によ
る、応急給水及び復旧体制の確立

75.8 ％水道の有収率 ％
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■施策の効果検証と今後の方向性

R2 R3 R4 R5 R6

■外部評価

R2 R3 R4 R5 R6

※評価 Ａ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、十分な効果があった。
Ｂ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、かなりの効果があった。
Ｃ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、ある程度の効果があった。
Ｄ：ＫＰＩの達成に向けて事業が未実施のため、次年度以降早急に推進する必要がある。
Ｅ：ＫＰＩの達成に向けて事業の見直しが必要である。

効果検証【Ｃｈｅｃｋ】

C C C

・簡易水道統合整備事業により耐震管への布設替の計
画を作成していたが、国庫補助がある期限内に完了す
ることができず、一部耐震管に更新できなかったとこ
ろがあり、その個所が小さな漏水が多く、有収率を下
げていると考えられる。また、補助対象になる工事メ
ニューもなく、統合事業により償還金が膨れたため、
町単独による大規模な工事に踏み切ることができな
い。

区　分 今後の方向性【Ａｃｔｉｏｎ】

区　分

津 奈 木 町 ま
ち・ひと・し
ごと創生有識
者会議
(二次評価)

津 奈 木 町 ま
ち・ひと・し
ごと創生本部
（一次評価）

・アセットマネジメント策定ににより、今後の経
営方針等を含め、水道事業を安定的に運営できる
ように水道料金の改正を行うことができた。これ
からは、道路改良工事に併せ老朽管の更新を行
い、コスト削減を図りながら有収率アップを図り
たい。

C C 特になし

総合評価（累積）
検証・意見

C

総合評価（累積）
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令和 ４年度

４．生活基盤・アメニティ計画の基本的方向【Ｐｌａｎ】

【 重要業績評価指標（ＫＰＩ）値 】

R2 R3 R4 R5 R6

人口減少社会に対応した生活基盤・アメニティの維持・確保を図るため、住民生活を支える各種生活関連施設の維持・整備や情報通
信・生活交通の確保を図るとともに、交通安全対策などのソフト面の充実を図る。
また、ごみの減量化や適切な処理の推進をはじめ、豊かな自然環境の保護と循環型社会の構築などを進め、水俣病の教訓を生かした町づ
くりを推進する。

設定項目

合併処理浄化槽普及率

予約型乗合タクシー利用者（１日平
均）

・住民や事業所等に対する循環型社
会構築に向けた意識の啓発

・全世帯へ再利用・リサイクル資源
の分別周知

％

R5
目標値
（R6）

％78.3

R2 R3

・町民の光ブロードバンド利用促進

・防犯灯設置、修繕

・有線放送施設の確実な維持管理等
の実施と全世帯への設置促進

・有線放送施設維持管理事業

・地区からの要望に基づく、適切な
防犯灯の設置及び管理

・路線バスや肥薩おれんじ鉄道等の
運行維持と、つなぎタクシーの積極
的な利活用

・路線バス・おれんじ鉄道の維持確
保
・予約型乗合タクシーの運行

・光ブロードバンド利用促進

B B B

区長からの要望に基づき、防犯灯の設置及
び球替え等を実施した
新設　　　　１箇所
修繕　　　２０箇所
ＬＥＤ更新　１ヵ所

A A A

津奈木町まち・ひと・しごと創生総合戦略　評価・検証票

達成率

％ ％ 80.0 ％ 98.6

具体的
目　標

総合戦略の具体的目標と内容 具体的な施策・事業

基本目標４

基準値
(H30)

人 人

R4

80.0 ％ 77.8 ％

人 人30 30

①安全
な生活
環境の
確保と
公害防
止対策
の強化
②豊か
な自然
環境の
保護と
循環型
社会の
構築
③廃棄
物の適
正処理
の推進

④環境
保全の
取組み
の強化

人

・開発行為等に対する事前の環境影
響調査及び監視・指導の強化
・合併処理浄化槽の設置推進

・合併処理浄化槽設置補助金

人

・ごみ処理計画に基づく、適正なご
み処理体制の確立
・ごみの分別収集の徹底によるごみ
の減量化、再資源化推進
・既存の中間処理施設（ごみ処理
場）一帯の計画的な施設整備の推進

・廃棄物対策審議委員会
・年間ゴミ収集計画の作成
・ごみ処理場内施設等整備

・地球環境に配慮した生活スタイル
の普及・地球温暖化防止への取組推
進
・地域での美化・清掃事業の推進
と、ごみの不法投棄の監視体制の強
化、解消

・地球温暖化防止の町ＨＰ、広報周
知
・全地区による環境美化作業
・不法投棄パトロール
・海岸清掃作業

全地区による美化・清掃作業
不法投棄防止の看板設置
海岸漂着物事業

⑥有線
放送施
設整備

⑦生活
交通確
保

16 14 12

％ 78.9

40.0

廃棄物対策審議委員会の開催
年間ごみ収集計画表の世帯配布
ごみ処理場内の重機等の定期点検及びト
ラックスケールの法定検査の実施 B B B

担当評価（累積）

・県関係機関等と連携した定期的なパト
ロール実施
・合併処理浄化槽設置補助金 5人槽：8基
7人槽：2基　合計：10基 B B B

全世帯へ再利用・リサイクル資源のごみ分
別、搬出方法のチラシ配布及び広報掲載で
の周知を図った。

B B B

⑤防犯
灯の設
置

⑧超高
速ブ
ロード
バンド
の活用
促進

・産交バスへの運行補助（4路線）
・肥薩おれんじ鉄道への運行補助
・つなぎタクシーの運行（委託）

ひとが集う、安心して暮らすことができる　魅力的なまちをつくる

・光ブロードバンド加入促進事業費補助金

C C C

有線放送施設維持管理の実施
（修理・新設・移設・撤去等）

B B B

C C C

主な事業実績【Ｄｏ】
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R2 R3 R4 R5 R6
具体的
目　標

総合戦略の具体的目標と内容 具体的な施策・事業
担当評価（累積）

主な事業実績【Ｄｏ】

■施策の効果検証と今後の方向性

R2 R3 R4 R5 R6

■外部評価

R2 R3 R4 R5 R6

※評価 Ａ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、十分な効果があった。
Ｂ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、かなりの効果があった。
Ｃ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、ある程度の効果があった。
Ｄ：ＫＰＩの達成に向けて事業が未実施のため、次年度以降早急に推進する必要がある。
Ｅ：ＫＰＩの達成に向けて事業の見直しが必要である。

区　分

区　分 今後の方向性【Ａｃｔｉｏｎ】

津 奈 木 町 ま
ち・ひと・し
ごと創生有識
者会議
(二次評価)

津 奈 木 町 ま
ち・ひと・し
ごと創生本部
（一次評価）

・今後も住民ニーズをとらえ、必要に応じて見直
しを行いながら、各種施策を計画的に実施してい
く。
・合併処理浄化槽については、引き続き普及率向
上のため、未設置者（汲み取りや単独槽）世帯へ
の補助事業の推進を図る。
・生活交通対策については、令和５年度に新たに
地域公共交通計画を作成し、新たな交通施策の導
入等も含め必要な事業を実施していく。

B B B 特になし

総合評価（累積）
効果検証【Ｃｈｅｃｋ】

B B B

・環境保全、交通安全、生活環境の向上のため、例年
実施している各種事業を必要に応じて見直しながら、
計画的な事業実施ができている。
・合併処理浄化槽設置率は、Ｒ2年度からＲ4年度まで
で1.1％と微増している。近年は、新築による新規設
置の割合が高くなっている。
・生活交通全般について、人口減等により年々利用者
が減少傾向にあるため、利用促進策を講じているが、
今後も引き続き厳しい状況にある。

総合評価（累積）
検証・意見

・交通安全施設及び交通環境の整備 ・交通安全施設設置事業

・各種交通安全教室の開催
・交通事故防止運動
・交通安全の広報

・交通安全教育の推進と広報活動の
充実

・例年、春秋の交通安全運動を実施してい
るが、令和４年度は新型コロナウイルス感
染拡大予防のため規模を縮小し開催した。
・交通安全の広報については、小中学生の
通学時間に合わせ広報車及び街頭指導また
町内有線放送による広報啓発活動を行っ
た。

C C C

⑨道路
交通環
境の整
備

⑩交通
安全知
識の普
及徹底

ガードレール　L=２２ｍ
カーブミラー３基

B B B
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令和 ４年度

５．文化振興計画の基本的方向【Ｐｌａｎ】

【 重要業績評価指標（ＫＰＩ）値 】

R2 R3 R4 R5 R6

■施策の効果検証と今後の方向性

R2 R3 R4 R5 R6

■外部評価

R2 R3 R4 R5 R6

※評価 Ａ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、十分な効果があった。
Ｂ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、かなりの効果があった。
Ｃ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、ある程度の効果があった。
Ｄ：ＫＰＩの達成に向けて事業が未実施のため、次年度以降早急に推進する必要がある。
Ｅ：ＫＰＩの達成に向けて事業の見直しが必要である。

人

主な事業実績【Ｄｏ】
担当評価（累積）

・つなぎ美術館展覧会（企画展4本、収蔵品
展2本）及び関連プログラムの実施
・自主文化事業は隔年開催のため未実施
・文化協会の諸事業や加盟団体の育成等と
あわせ、町民の文化向上に資するための補
助金を交付（※事業実績等による、補助金
の減額）
・生涯学習フェスティバルは新型コロナウ
イルス感染拡大防止のため未実施

C

特になし

・つなぎ美術館照明改修工事
・つなぎ文化センター改修事業
　多目的ホール改修工事実施設計業務委託
（R5繰越：9,624千円） B B C

15

・文化財の調査保護と、文化遺産と
して後世に残すための管理保存
・文化財の調査に基づく資料等の調
整とリーフレット作成及び現地案内
標識、解説板等の設置
・民俗芸能の伝承と後継者育成

・文化財の保護・管理
・文化財調査及び保存
・民俗芸能の伝承と後継者育成

区　分

津 奈 木 町 ま
ち・ひと・し
ごと創生有識
者会議
(二次評価)

総合評価（累積）
検証・意見

C C C

文化施設の利用者数

民舞伝承者数

21,672

40 人 40

9,791 人 14,911人

人

津奈木町まち・ひと・しごと創生総合戦略　評価・検証票

基本目標４

R2 R3 R4 R5
基準値
(H30)

文化財や民俗芸能、伝統工芸等の保存・活用を図るとともに、つなぎ美術館を中心とした芸術振興やつなぎ文化センターを活用した各
種コンサートの開催など、すべての町民が文化・芸術に親しむことのできる環境を整備し、文化の香るまちづくりを推進する。

目標値
（R6）

達成率

ひとが集う、安心して暮らすことができる　魅力的なまちをつくる

設定項目

18,246 人 人 24,000 人 76.0 ％

具体的
目　標

総合戦略の具体的目標と内容 具体的な施策・事業

人 80.0 ％人 40 人 人 50

区　分 今後の方向性【Ａｃｔｉｏｎ】
総合評価（累積）

効果検証【Ｃｈｅｃｋ】

C C C
津 奈 木 町 ま
ち・ひと・し
ごと創生本部
（一次評価）

・町文化協会の目的として、「町内文化団体相互
の連絡と親睦を図り、その自主的な活動を助長
し、もって町民の文化向上に寄与する」とある。
新たな文化振興に対する、今後の文化協会の自主
的活動への体制づくりのための、指導・助言、支
援体制の強化に努める。
・文化財を活用した「事業展開」に向け、行政・
文化財保護委員会の連携強化を図る。
・文化センターの改修事業については、利便性向
上や安心・安全な施設として、個別計画をもとに
引き続き行っていく。
・つなぎ美術館に展覧会事業等については、今後
も補助事業等を活用しながら、質の高い取組を継
続していく。

・町民の文化・芸術に親しむ環境の整備、推進を図る
ためにも、小さなイベントであっても例年の開催が望
ましい。
・有形、無形を問わず、文化財の保護管理・伝承など
後世に残すべき取り組みや、文化の香るまちづくりと
して「活用する」取り組みも必要である。
・つなぎ美術館については、これまでの取組みにより
全国的にも評価されるまでになった。今後も美術館の
基本理念に基づた事業展開を図る必要がある。

①文化
振興

②文化
財の保
存

③文化
施設の
整備

C C

・今後の保存・活用のためにも、文化財の
定期的な巡回とあわせ、除草作業等の維持
管理の実施や現地案内標識・解説板等の確
認を行い必要な個所の改修等が必要である
（R4実績）文化財標柱改修（4カ所）、文化
財周辺管理業務（除草作業：5カ所）
・新型コロナウイルス感染拡大防止に伴
う、平国六方踊りの活動休止。今後の活動
再開、継承の存続が懸念される。

D D C

・つなぎ文化センターの利便性の向
上及び長寿命化に伴う改修
・つなぎ美術館の計画的な改修と施
設の更新等（モノレール含む）

・つなぎ文化センター改修事業
・つなぎ美術館改修事業

・つなぎ美術館展覧会事業の実施
・つなぎ美術館を中心とした住民参
画型アートプロジェクト等の実施
・豊かな感性を育むための劇や映画
等の芸術鑑賞機会の確保
・様々なジャンルの音楽に親しむ機
会の提供
・各種文化活動団体の組織の充実と
向上
・芸術文化祭等の自主的開催

・つなぎ美術館展覧会事業
・つなぎ文化センター自主文化事業
・文化協会補助金
・生涯学習フェスティバル
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令和 ４年度

１．事業概要

【基本目標】 安定した雇用を創出する
【数値目標】 雇用創出数１０人、新規創業件数１０件

２．本事業における重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成状況

■施策の効果検証と今後の方向性

■外部評価

※評価 Ａ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、十分な効果があった。
Ｂ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、かなりの効果があった。
Ｃ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、ある程度の効果があった。
Ｄ：ＫＰＩの達成に向けて事業が未実施のため、次年度以降早急に推進する必要がある。
Ｅ：ＫＰＩの達成に向けて事業の見直しが必要である。

目標値
(累計)

達成率

① 熱帯果樹に関連する出荷額及び関連商品・サービスの売上高（千円） 500 1,000 1,500 6,500 23.08

ＫＰＩ項目 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 実績値

千円

100 20.00④ 熱帯果樹関連商品の新規顧客数（人） 10 10 20

25 16.00

③ 熱帯果樹を活用した事業に取り組む農家及び事業者数（人） 5 10

Ｒ５事業費 2,200 千円 うち交付金 2,000

町総合戦略
における
位置付け

事業目的

これまで実施した熱帯果樹の試験栽培で得た成果・ノウハウを元に、生産拡大とブランド化の推進に取り組
み、アボカドをはじめとした熱帯果樹の産地化を図るとともに、産地ツアーや関連商品の開発など商工観光分野
と連携し、町の新たな産業として成長させることで、まちの稼ぐ力を創出し、持続可能な地域づくりを目指す。

千円

地方創生推進交付金事業　評価・検証票

交付金対象事業名 熱帯果樹を基軸とした地域の元気づくりプロジェクト 事業期間 Ｒ2 - Ｒ4

町事業名 熱帯果樹振興事業 担当課 農林水産課

Ｒ２事業費 11,910 千円 うち交付金 4,800

千円

Ｒ３事業費 6,620 千円 うち交付金 3,309 千円

Ｒ４事業費 12,135 千円 うち交付金 6,060

事業内容

１．熱帯果樹産地化事業
　(1)アドバイザー招聘
　　・熱帯果樹専門家の招聘費（謝金及び旅費）
　　・土壌分析等専門家の招聘費（謝金及び旅費）
　(2)苗木生産等システム構築費
　　・アボカド苗木生産等システム構築業務委託（種等導入費含む）
　　・その他熱帯果樹苗木等導入委託
　(3）ブランド化推進事業
　　・熱帯果樹PR用資材制作費、熱帯果樹PR費、商品開発支援費
２．一般管理費
　　・事務費（消耗品費、通信運搬費等）
３．生産拡大設備等導入補助
　　・熱帯果樹生産拡大や加工品製造に必要な設備整備等に対する補助交付

アボカド苗木を配布した農家等を中心として、
専門家の指導をアーカイブ化・共有化し、再現性
を高めるながら、産地化に向けた体制強化を図
る。その他パッションフルーツや青パパイヤの生
産体制強化にも取り組む。

また、他産地との差別化を図るため、必要な成
分分析やストーリーづくりとあわせて、効果的な
情報発信を行うための基盤整備やプロモーション
に取り組む。

区　分
総合評価（累積）

効果検証【Ｃｈｅｃｋ】 今後の方向性【Ａｃｔｉｏｎ】
R2 R3 R4

津奈木町ま
ち・ひと・
しごと創生
本部
（一次評価）

B B

町内農家等へのアボカド苗木配布や国産アボ
カド試食会などの取組により熱帯果樹生産に
取り組む農家が増えた。また、町内事業者と
の連携によってパッションフルーツの加工品
や飲食メニューが生み出されることになっ
た。更に新たな取組として青パパイヤの産地
化にも取り組んでいる。
ただし、令和2年7月豪雨の影響により熱帯果
樹に関する売上高ついては前年実績に上乗せ
ができず、唯一ＫＰＩを達成できていない。

15 25 60.00

② 熱帯果樹に関連する新商品・サービス創出数（商品・サービス） 2 2 4

区　分
総合評価（累積）

検証・意見
R2 R3 R4

津奈木町ま
ち・ひと・
しごと創生
有識者会議
(二次評価)

B B

繰

越

実

施

中

繰

越

実

施

中

次

年

度

評

価
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令和 ４年度

１．事業概要

【基本目標】 安定した雇用を創出する
【数値目標】 雇用創出数１０人、新規創業件数１０件

２．本事業における重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成状況

■施策の効果検証と今後の方向性

■外部評価

※評価 Ａ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、十分な効果があった。
Ｂ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、かなりの効果があった。
Ｃ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、ある程度の効果があった。
Ｄ：ＫＰＩの達成に向けて事業が未実施のため、次年度以降早急に推進する必要がある。
Ｅ：ＫＰＩの達成に向けて事業の見直しが必要である。

520 800 65.00

② 支援事業を通じた地域商社ＰＢ商品・サービスの売上高（千円） 2,100 12,000

③ 支援事業を通じた交流人口の拡大数 130 390

20,000 70.5014,100

目標値
(累計)

達成率

千円

千円

区　分
総合評価（累積）

効果検証【Ｃｈｅｃｋ】

津奈木町ま
ち・ひと・
しごと創生
有識者会議
(二次評価)

B B 特になし

津奈木町ま
ち・ひと・
しごと創生
本部
（一次評価）

B B

ワーキング会議や民間主導の検討会により地
域商社の在り方検討を行ってきたが、具体的
な提案までは至らなかった

地域商社ＰＢ商品・サービスの開発事業や
販路拡大事業に関しては、町物産館や町事業
者への支援事業により新規顧客数や売上も順
調に推移している。

区　分
総合評価（累積）

検証・意見
R3 R4 R5

今後の方向性【Ａｃｔｉｏｎ】
R3 R4 R5

令和5年度は事務局を中心として地域商社の設
立に向けた行動計画を明らかにし、必要な人員を
配置し、つなぎ百貨堂による地域商社実証事業に
取り組む。

地域商社ＰＢ商品・サービスの開発事業や販路
拡大事業に関しては町物産館や町事業者への支援
事業に継続して取り組むとともに、観光分野との
連携を強化し、来訪者に向けた販売拡大策も併せ
て実施する。

町総合戦略
における
位置付け

事業目的

前身事業（小さくて強い産業づくり事業）で取り組んだ各地域資源クラスターによる取組を活かし、地域商社
を設立することによって、これまで手薄であった観光分野との連携強化を行うとともに、町産品の統一的なブラ
ンディング、インターネット販売や観光客へのお土産品となる地域商社PB商品の開発、新たなサービスの創出等
を支援することで、町全体での新たな産業及び雇用を創出する。

事業内容

１．地域販売力強化プロジェクト
　(1)地域商社設立設立実証事業
　(2)観光体験プログラム（ツアー）の創出
　(3)地域商社ＰＢ商品及び観光客向け商品の創出支援
　(4)成分分析×専門家による販売戦略の検討及び推進
　(5)地域商社ＰＢ商品・サービスの情報発信・販売促進
２.地域商社推進協議会に係る一般管理費
　地域商社推進協議会事務職員人件費、消耗品費等の事務費
３．地域販売力強化設備等導入補助
４．地域商社事務所の設備整備
　(1)パソコン及びネットワーク機器設置
　(2)デスク、椅子等必要備品購入

① 新規顧客の獲得数 90.70

ＫＰＩ項目 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

100 807 907 1,000

実績値

Ｒ４事業費 29,167 千円 うち交付金 13,860

Ｒ５事業費 54,040 千円 うち交付金 26,750

千円

地方創生推進交付金事業　評価・検証票

交付金対象事業名 地域商社の設立による地域販売力強化プロジェクト 事業期間 Ｒ3-Ｒ5

町事業名 地域商社推進事業 担当課 政策企画課

Ｒ３事業費 25,377 千円 うち交付金 11,500
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令和 ４年度

１．事業概要

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

地域応援商品券（町民一人当たり1万円）配布

大学生等応援給付金（10万円）支給

小中学校タブレット等導入

図書館用書籍消毒機購入

学校給食共同調理場空調設備整備

学校給食費補助

簡易宿泊研修等の改修「ユニットバス、エアコン）

小学校特別教室空調設備整備

小中学校への電子黒板、プロジェクター等の導入

給食のキャンセル代金への支援

スローフード推進事業

公立学校情報機器整備費補助金 330,000

266,553,801計

GIGAスクールサポーター配置

スローフード関連サービス開発等

屋外アート作品制作

美術館HP制作、動画用機器購入

物産館送料無料キャンペーン支援費

小規模事業者総合支援事業

新たな生活様式に対応した、持続可能な新産業創出プロジェクトⅣ

小規模事業者のコロナ対策等補助

RVパーク整備（2か所）

津奈木町観光拠点整備事業

16,390,000

6,805,304

223,126学校臨時休業対策費補助金

学校保健特別対策事業費補助金

小学校特別教室空調設備整備事業

5,643,361

3,854,000

1,377,849ワーケーション等体験施設整備事業

観光プロモーションツール作成事業 観光動画コンテンツ等作成

2,420,000

6,554,000

488,000サラダたまねぎ次期作付支援補助金

津奈木町学校給食費補助金

学校給食共同調理場空調設備整備事業

サラダたまねぎ次期作苗購入補助

3,745,500

8,000,000

30,886,874

7,293,000図書館用書籍消毒機購入事業

公立学校情報機器整備事業

大学生等応援給付金

4,200,000

600,000

1,240,262

45,468,243

事業継続支援金

地域応援商品券事業

観光連携キャンペーン事業

公共施設等の管理維持体制持続化事業

町内事業者等の事業継続支援金給付

指定管理施設のコロナ対策分指定管理委託上乗せ

観光キャンペーン実施

2,935,444

22,906,199

1,620,000

6,120,000

新たな生活様式に対応した、持続可能な新産業創出プロジェクトⅢ

新型コロナウイルス対策利子補給補助金

新型コロナウイルス緊急対策雇用確保補助金

2,100,000

1,657,420

14,205,862

2,800,000

農林水産事業継続支援金

新たな生活様式に対応した、持続可能な新産業創出プロジェクトⅠ

新型コロナウイルス緊急対策雇用確保補助金(拡充分)

新たな生活様式に対応した、持続可能な新産業創出プロジェクトⅡ

つなぎ型関係人口構築事業

農林水産業者事業継続支援金支給

つなぎファンクラブの開設等

町内事業者が行う販路拡大や商品開発等への支援

競争力ある新規作物導入と産地維持等支援

飲食店等が行うテイクアウトキャンペーン等支援

新型コロナウイルス対策利子補給補助

町内事業者等の雇用維持を目的した支援金給付

同上（拡充分）

6,420,000

407,806

3,228,000

公共的空間安全・安心確保事業

子育て世帯支援活動事業

つなぎ産農産加工品等応援事業

事 業 内 容 事業費(円)

247,500

8,087,559

農林水産業労働力緊急支援事業補助金

役場窓口間仕切り導入

避難所用コロナ対策備品等購入

公共施設用コロナ対策備品の購入

子育て世帯支援給付金交付

学校給食への町内加工品活用

高性能農林水産業機械導入補助

公共的空間安全・安心確保事業（役場窓口分）

防災活動支援事業

事業名

266,554 千円 うち交付金 242,263 千円

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業　評価・検証票

事業期間 Ｒ2 - Ｒ4

926,750

交付金対象事業名

R2事業費

事業目的

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業

国の「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」に掲げられる全ての項目の対応を図るため、国から交付され
る臨時交付金を活用し、コロナ禍における感染防止対策及び感染拡大の影響を受けている地域経済や地域住民
の生活支援を通じた地方創生を図る。

事業内容

1,315,845

30,000,000

5,823,297つなぎ美術館無観客プログラム等配信事業

柳幸典つなぎプロジェクト

7,157,000

3,075,600シェアリングエコノミー型町周遊観光促進事業

マスタープラン策定、Wi-Fi整備（3か所）
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■施策の効果検証と今後の方向性

■外部評価

※評価 Ａ：十分な効果があった。
Ｂ：かなりの効果があった。
Ｃ：ある程度の効果があった。
Ｄ：次年度以降早急に推進する必要がある。
Ｅ：事業の見直しが必要である。

津奈木町まち・ひと・し
ごと創生有識者会議
(二次評価)

B

区　分
総合評価

R4

特になし

検証・意見

B

区　分

津奈木町まち・ひと・し
ごと創生本部
（一次評価）

新型コロナウイルス感染症の発生により落
ち込んだ地域経済の立て直し等について、上
記37事業に取り組み、経済的支援などの当面
の対策を講じるとともに、新しい生活様式に
対応した産業振興や新たな旅行等の創出に向
けた基盤整備が図られた。

国交付金等を活用し、国県の動向等を踏まえつつ必
要な事業を実施する。

効果検証【Ｃｈｅｃｋ】 今後の方向性【Ａｃｔｉｏｎ】
総合評価

R4
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令和 ４年度

１．事業概要

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

■施策の効果検証と今後の方向性

■外部評価

※評価 Ａ：十分な効果があった。
Ｂ：かなりの効果があった。
Ｃ：ある程度の効果があった。
Ｄ：次年度以降早急に推進する必要がある。
Ｅ：事業の見直しが必要である。

42,810,300

1,243,000

1,320,000

1,540,000

3,044,800

3,036,000

45,627,900

6,805,000

津奈木町まち・ひと・し
ごと創生有識者会議
(二次評価)

B 特になし

津奈木町まち・ひと・し
ごと創生本部
（一次評価）

B

新型コロナウイルス感染症の発生により落
ち込んだ地域経済の立て直し等について、上
記10事業に取り組み、経済的支援などの当面
の対策を講じるとともに、新しい生活様式に
対応した産業振興や新たな旅行等の創出に向
けた基盤整備が図られた。

国交付金等を活用し、国県の動向等を踏まえつつ必
要な事業を実施する。

区　分
総合評価

検証・意見
R4

効果検証【Ｃｈｅｃｋ】 今後の方向性【Ａｃｔｉｏｎ】
R4

役場庁舎網戸設置工事 役場庁舎網戸設置工事 303,600

計 108,123,100

区　分
総合評価

庁舎トイレ自動水栓化工事 庁舎トイレ自動水栓化工事

農業就業改善センタートイレ自動水栓化工事 農業就業改善センタートイレ自動水栓化工事

小規模事業者総合補助金 小規模事業者のコロナ対策等補助

庁舎トイレドア自動開閉化工事 庁舎トイレドア自動開閉化工事

学校給食費補助金

地域応援商品券事業 地域応援商品券（町民一人当たり1万円）配布

文化センターネットワーク整備工事 文化センターネットワーク整備工事

学校給食センター空調設備設置工事 学校給食センター空調設備設置工事

千円

事業目的
国の「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」に掲げられる全ての項目の対応を図るため、国から交付され
る臨時交付金を活用し、コロナ禍における感染防止対策及び感染拡大の影響を受けている地域経済や地域住民
の生活支援を通じた地方創生を図る。

事業内容

事業名 事 業 内 容 事業費(円)

遊戯室エアコン取替工事 遊戯室エアコン取替工事 2,392,500

R2事業費 108,123 千円 うち交付金 95,123

学校給食費補助金

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業　評価・検証票

交付金対象事業名 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業 事業期間 Ｒ3
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令和 ４年度

１．事業概要

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

計 211,072,316

つなぎ応援商品券事業 地域応援商品券（町民一人当たり5千円）第1弾 22,989,417

つなぎ応援商品券事業（拡充分） 地域応援商品券（町民一人当たり5千円）第2弾 21,854,288

児童公園トイレ改築工事 児童公園トイレ改築工事 21,427,147

学校給食食材費助成事業 学校給食食材費高騰分補助 354,000

新型コロナウイルス対応イベント支援事業 元気づくり補助（3件） 2,992,000

三ツ島海水浴トイレ改修事業 三ツ島海水浴場トイレ洋式化等 1,265,000

入魂の宿無人管理予約システム整備事業 入魂の宿管理予約システム導入 1,276,660

赤崎ふれあい広場トイレ・休憩施設整備事業 赤崎ふれあい広場トイレ・休憩施設整備事業 3,740,000

農業用機械等購入補助金 農業用機械等購入補助金 7,375,000

農道等原材料支給事業 農道等原材料支給事業 2,646,436

水産業用機械等購入補助金 水産業用機械等購入補助金 843,000

林業用機械等購入補助金 林業用機械等購入補助金 1,000,000

定住促進住宅換気扇設置工事（染竹、赤崎、平国） 定住促進住宅換気扇設置工事（染竹、赤崎、平国） 1,980,000

四季彩周辺魅力アップ事業基本計画策定業務委託料 四季彩周辺魅力アップ事業基本計画策定業務委託料 10,648,000

学校給食費補助金 学校給食費補助 6,677,000

町営住宅浴室換気扇設置工事（赤崎、平国、駅前） 町営住宅浴室換気扇設置工事（赤崎、平国、駅前） 6,875,000

中学校体育館網戸等改修工事 中学校体育館網戸等改修工事 3,018,154

学校給食センター食器消毒保管庫更新 学校給食センター食器消毒保管庫更新 3,498,000

234,800

農業用資材購入補助金 農業用資材購入補助金 784,000

小規模事業者総合支援補助金 小規模事業者のコロナ対策等補助 1,480,000

モノレール車両更新工事 つなぎ温泉モノレール更新工事 35,240,000

漁船エンジン更新等事業補助金 漁船エンジンの更新等に対する補助 891,000

新型コロナウイルス対策営業時短要請協力負担金 熊本県新型コロナウイルス対策営業時短要請協力負担金 1,497,600

舞鶴城公園駐車場トイレ改築工事 舞鶴城公園駐車場トイレ改築工事 24,497,717

児童クラブエアコン設置工事 児童クラブエアコン設置工事 3,791,297

千円

事業目的
国の「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」に掲げられる全ての項目の対応を図るため、国から交付され
る臨時交付金を活用し、コロナ禍における感染防止対策及び感染拡大の影響を受けている地域経済や地域住民
の生活支援を通じた地方創生を図る。

事業内容

事業名 事 業 内 容 事業費(円)

テレワーク環境整備事業 テレワーク用端末の購入等 20,996,800

サラダたまねぎ次期作支援補助金 サラダたまねぎ次期作苗購入補助 0

燃油高騰対策支援事業補助金 津奈木漁協を通した重油高騰分補助 1,200,000

つなぎの元気いただくプロジェクト 学校給食への町内加工品活用

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業　評価・検証票

交付金対象事業名 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業 事業期間 Ｒ4

R2事業費 211,072 千円 うち交付金 160,421
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■施策の効果検証と今後の方向性

■外部評価

※評価 Ａ：十分な効果があった。
Ｂ：かなりの効果があった。
Ｃ：ある程度の効果があった。
Ｄ：次年度以降早急に推進する必要がある。
Ｅ：事業の見直しが必要である。

津奈木町まち・ひと・し
ごと創生有識者会議
(二次評価)

B 特になし

津奈木町まち・ひと・し
ごと創生本部
（一次評価）

B

新型コロナウイルス感染症の発生により落
ち込んだ地域経済の立て直し等について、上
記29事業に取り組み、経済的支援などの当面
の対策を講じるとともに、新しい生活様式に
対応した産業振興や新たな旅行等の創出に向
けた基盤整備が図られた。

国交付金等を活用し、国県の動向等を踏まえつつ必
要な事業を実施する。

区　分
総合評価

検証・意見
R4

区　分
総合評価

効果検証【Ｃｈｅｃｋ】 今後の方向性【Ａｃｔｉｏｎ】
R4
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令和 ４年度

１．事業概要

【基本目標】 世界とつながり、津奈木町への新しいひとの流れをつくる
【数値目標】 社会増減数±0人

【基本目標】
【数値目標】

２．本事業における重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成状況

■施策の効果検証と今後の方向性

■外部評価

※評価 Ａ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、十分な効果があった。
Ｂ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、かなりの効果があった。
Ｃ：ＫＰＩの達成に向けて事業を推進し、ある程度の効果があった。
Ｄ：ＫＰＩの達成に向けて事業が未実施のため、次年度以降早急に推進する必要がある。
Ｅ：ＫＰＩの達成に向けて事業の見直しが必要である。

B

R4

寄付額 2,000 千円 うちR4事業充当額 2,000 千円

企業版ふるさと納税（活用事業）　評価・検証票

地域再生計画の名称 津奈木町まち・ひと・しごと創生推進計画 事業期間 R4

寄附者 ㈱福栄 担当課 政策企画課

R7 R8
実績値

（累計）
目標値

達成率
（累計）

町総合戦略
における
位置付け

事業目的等
美術館開館２０周年事業で整備した大型屋外アート作品≪入魂の宿≫の管理運営

事業内容

●宿泊可能なアート作品「入魂の宿」の管理運営に関する経費
　・植栽整備、ビート―プ管理
　・予約システム構築（必要資材整備含む）

ＫＰＩ項目 事業開始前 R4 R5 R6

127,554 180,000 70.9① 主要観光施設入込客数（人） 121,391 127,554

149,448 80,000 186.8② 津奈木町ＨＰ観光情報年間アクセス数（件） 72,540 149,448

津奈木町ま
ち・ひと・
しごと創生
本部
（一次評価）

24,597 4,000

R4

B

本町出身企業などに対し、本制度をもっと積極的にPRして欲しい。

充当事業名 入魂の宿管理運営事業 担当課 政策企画課

寄附者 担当課

寄付額

津奈木町にゆかりのある企業からの寄附に
よって、事業の立ち上げ期である「入魂の
宿」の管理運営体制の構築に必要な事業につ
いて、より円滑な事業実施が可能となった。

●企業版ふるさと納税の受入に関して
　地元金融機関等とも連携しながら、国県が主催する企業
とのマッチング会などへ積極的に参加し、寄付の確保及び
本制度を活用した地方創生関連施策のより確実な推進を図
る。
●関連事業の推進に関して
　寄附企業の意向を十分聞きながら、事業推進に関して必
要な連携を図り、より効果的な事業進捗を担保する。

区　分
総合評価（累積）

検証・意見

津奈木町ま
ち・ひと・
しごと創生
有識者会議
(二次評価)

区　分
総合評価（累積）

効果検証【Ｃｈｅｃｋ】 今後の方向性【Ａｃｔｉｏｎ】

町総合戦略
における
位置付け

事業目的等

事業内容

千円 うちR4事業充当額 千円

充当事業名 担当課

614.9③ 関係人口構築数（人） 11,458 24,597
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